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緒言

從來近代化學の輝を以て しても到底 企て得なかつ控 多数蛋白 の異同識別が、・近來

長足の進歩 をして來た血清學 により企圖せ られ、而 も意外な良結果を齎すに至 り、単

に馨學の方面に多大の 貢献 を致した のみならず、この方法 により吾人が蛋白質乃至

生物の類線 の親疎 を推知 し得る こととな り、茲 に血清學的蛋白質分類法が 生物分類

の一方便 として認湾 られるに至つた ことは甚だ興味あるこ とである。

即 ち細 菌、im球Q如 き生活體 或は蛋白質溶液 を動物體 内に注射すお ときは、動物

髄免疫の理 により 之 を溶解 し又は破壌する能ガある一種 の物質即 ち抗體(Antibody)

を生成 し、 且つ斯 かる抗謹は輩に動物艦内に於て 其独特 の作用を逞 しくするに止ま

らず、之 を動物體 外に取出 し、 例へば多 を含有す る血清 を取 う之 を試験管内で其免

疫原に 作 用せ しめるときも能 く其の能力を嚢揮 し得る もので、 之に因 り凝集反応

(Agglutination)、 沈降反応(Precipitation)、 溶血反応(Hemblysis)、 溶菌反応(Bac・

teriolysis)等 の諸免疫反応 が 現出 されるのである6而 してこの場合 抗鯉 の作用は甚 .

だ特異性 を有 し・ 只當該免疫艦 に蜀 してのみ輯 く反応 し之 と異 る物質犀対し ては反

慮 しない ことが一般 に認め られて居 り・ この事實 こそ吾みが依つて以て蛋 白質 の異

同を識別する根糠 とす る所である。

然 し抗艘の特異性は常に必ず しの 嚴密に蛮揮せ られ るものでな く、 所謂類属反応

(VerwandtschaftsreaktioⅡ)を 有 し、即 ちA蛋 白質 に対する 抗血清はA蛋 白質 に反

鷹 しB蛋 白質 には反応 しない が、第三者であるC蛋 白質 とは或程度作用することが

ある。而 して從來 の研究成績によれば 蛋 白質の類線關係が近い程 抗體 の示す類囑反

慮度 も強い。故に吾人はこの反応 の強弱 により蛋 白質乃至生物の 類縁關係 の親疎を

推定 し得 るのである。一 ・

獅1

併 も抗血清が表す反応 は甚 だ鏡敏で、 之によつ て蛋 白質の微細な差別 をも知 り得

ることは 到底普通の化學作用による反応 に よつては 企て及 ば組所である。故 に先進

學者は競つて この微妙な反応 を利用 して蛋白質又は 生物の類縁關係を究めん壱 し著

々としてその成果を牧 めて來た 。'

抑 ζ蛋 白質は植物體を 構成す る主要成分で あつ て、 且遺傳因子の 憺荷艦 と考え ら



蟲る以上蛋白質の類似は 結局植物の類似を示 す ものと認 められ、 從 つて血清學的蛋

白質識別法を植物分類上の一方便 として 利用することの添 合理でないことが考えら

れるのである。

,、而 して現今 の分類學 には 血清學的結論 も.相當加味されてゐるとは錐 も先進學者の
弩

業蹟の範囲 は未だ植物界 の一班に過 ぎないので、 當今吾人の急務は 其の研究材料を

可及的廣 く植物界に求 め、 分類學上に於て 未だ血清學的考誇無 き分野を狭 めぐ その

系統を一 日も早 く整えることにある。

植物分類學上未解決 の問題は多 々あるが、QteerCUS属 の分類は樹木分類學上議論

一の多い問題であるばか りでなく・ 自然界 にはその自然交配による維種多 く併 もζれ

ら相互間の親線關係は從來主 として 外部形態により論ぜ られ、且つ 最近細胞學の進

歩に俘v・Chromosome(染 色體)の 数 、花粉の大 いさ、又は花粉のSterility(不 稔性)

等により究明 しようとする者 もあるが未だ不明な識が少くないのである。

尚又本属 に薦するコノソクカシ(Quercussuber)は 吾人の 日常生活上 必要不可敏の

コルク資材であつて、 日本 に於ては早 くより國産QuerCUS属 との接木 による増殖が

試み られているが、接木活着後4乃 至5年 間は生長佳良であるが漸次接木癒着部 に

於て異常細胞分裂が行われて 一一種の癌腫を生 じ遽に接穗 は 砧木 より離枯死するに至

る。而 してその原因については 未だ不明であ番が これ も矢張 り接木親 和力 に關する

問題であつて畢覧コルク カシと日本産QZtercasと の親縁關係の親疎に係 るものと推

察される。

鼓に於て著者は これ らQaercus属 相互間の類線關係 を研究すべ くQaerCUS屡 種

子の蛋白浸出液 を用いて實験 を進めπが、該種子 は多量のタンニンを含有 し、 其の
、

蛋白は化學的 及び血清學的に頗る安定であつて抗體 を生産 し得 ないことを知るに至

つた。故に著者は斯かる種子蛋 白に 抗原性を惹起せ しめる方法について 更に實験 を

縫 け禿所、幸 にこれ に成功 し、其 の抗原性賦與法 により 實験 を進 めた結果聯 かQuercus

属の類線關係を血清學的に考究 し得たのである。

又Castanea属 に於いて も、1913及 び1914年 京都府に開催され虎 栗品 種協定に
'τ

於て協定 された品種 だけで も46種 に達するが、 八木岡新右衛門氏 に依れば67種 を
♂



数 え、 更に田 中諭 一郎氏(37♪に よれば75種 以 上に及 ん でいる の で あるが 、斯 か る多数
の

の品種が如何 にして出來π ものであるかは 暫 く措 き、 斯かる近縁な品種間の異同識

別が 血清學的蛋 白質識別法 により果 して耐 能であるか否か、 女現在 の夫果種 なる も＼

の 祀ゝ先が正 しく山野に自生する柴栗で あるか否か、 將又支那栗及び 朝鮮栗 と大果

種及び柴栗 との類縁關係は如何 なりや。

本研究は もとより以上の 諸問題に断定 を下そ うとするものではないが・ 少 くと象も

之等諸問題の解決に寄與す る所 あれば と、 数種代表的大果種 と山野に自生する柴栗

及び支那栗 、朝鮮栗 とについてその類線關係を血清學的に研究 してみπのであも

本研究は1943年 より1945年 に至る間九州大學農學部造林學教室及び同讐學部法

騰學敏室に於て 佐藤敬二教授 及び 北條春光教授0指 導の下に行われπ もので、本研

究逸行 上始終御懇篤 な御指導を賜つた 雨教授に対 し茲に衷心 より感謝 の意 を表すと、

共に、 常に有盆な御助言を賜つた 纐纈理一郎教授、田代獣一助教授 及び小島均助授
ノ

敏に深甚の謝意 を表す る次第である。
'?

尚材料の蒐集に際し多大の便宣と助力とを供せられた 農林省林業試験場外山三郎

技師、小野陽太郎技手及び朝鮮総督府林業試繊揚の諸氏に樹 し感謝の意を表する。

研 究 の 歴 史

植物性蛋白質の種膓特異性 を血清學的に研究 しVeのはKowarski氏(1901)19)を 以

て嘱矢 とする。氏は小褒粉 を3倍 の生理的食塩水 により浸出 」、温浴法によりAlbu・

miaを 凝固沈澱せ しめた る後の濾過液をAlbumosen溶 液 として 家兎の耳翻脈 に8

～10cc,宛3～P4日 ゐきに6～8週 間注射 を行つ泥所が、 其の免疫血清は唯小褻のみ

ならず大褒 、 裸褒の蛋 白抽 出液 に対し て も沈降反応 を呈 し更に碗豆㊧澄 出液に対し

て も弱度 に反応 した ので 植物性蛋 白質は動物性蛋白蜜程は 其の特異牲 が大 きくない

ものと結論 した。

1904年Bertarelli氏 ・)は豆類蛋 白の生理的食塩水 に よる抽出液6濾 過液又はその懸

濁濯を用い、家兎を免疫 し その免疫血清 と白大豆・碗豆、 匠豆及び 爽豆の浸出液 と

の免疫反応 の強弱の程度を 比較観察することにより類線關係を 鑑別 し得る と主張 レ



た。

次 で1906.年Magnus,Friedenthal両 氏2t)は酵母(Sαoo加70〃 解25cerevisiαe)と 松

露菌(丁 励 θ7加%㎝ α勧 及O}・ ラタケ(AgaricuscamPestris>のi類 縁關係 を沈 降反応 に

よ り研 究 し、松 露菌 に対する 抗 血清 は 松露 の浸出液 のみに反応 す るが 、酵 母に封す

る抗 血清 は酵 母 のみ な らず 松露 の浸 出後、とも反応 す る こ とか ら・ 酵 母 はノ・ラタケ よ

り竜松露 に近 線 で 、從つ て酵 母 はAsco㎝ycetesと 認 め るこ とが正當 だ と説 い控 。 尚

同氏等 はKowarski氏 の研 究 を綿密 に追 試 し豆 及 び小餐 よ り作つ 控 抗血清 に就 き其

の特異性 を立 謹した のみ な らす更 に裸 変 の種 子及 び花粉 を以 て夫 々免疫血 清 を作 り、

之 を襲 芽後10日 目の裸 饗 の根 及び芽 の歴搾 液 と作用 せ しめ拠結 果 、是等 は完 全 に種

圏特 異性 を有 す る もので あ る ことを讃 したb而 して 氏等 は 是 等 の結果 よ り 植物 性蛋

白質 に対する 抗血 清 の沈降 素 は 動物 性蛋 白質 に於 け る よ りも 一 層判然 π る特 異性 を

有 す る もの と主張 した 。

1907年Relander氏31)もBertarelli氏 の公表 と關 連 しぞ2種 の碗 豆 と8種 の大姿

の亜種 とにつ い て沈 降反応 を検 し、 これ ら近 縁植 物 の種 及 び 亜種 の類線 關係 を沈 降

反応によ り誇別 し得 る ことを報 告した 。

1908年Gaぎis氏 ・)は、裡 変 、豆及 び米 の種 子粉 末 を10%食塩水 で24時 間浸 出 しfe

・溶液 を透 析により盤介を 除去する と共にGlobulineを 沈澱 させて濾過 し、その濾液

に更にアルコール と稀醋酸 とを加えて 溶存する蛋白質を沈澱 させ、 これを濾過 し之

等蛋 白質を蒸溜水、アルコール 及びエーテル で 順次洗つ て精製蛋 白質粉末を得、之
ノ

等 を一部は10%食 幽水に溶か して皮下に、 他は生理的食塩水 に溶か して 耳静脈 に

2日 お きに12箇 月間注射 を継続 して免疫 し、 得た 抗血清につ き各そas種 爵特異性 を

調べπ所、 植物性蛋 白は動物性蛋 白よりも血清學的槍索 によ り劃然 と蟷別 し得ると

の結論 に至つた。'

然るに一方Magnus氏(1909)23)はG3sis氏 の蛋 白調製法に於て蛋白 質が化學反応

に より変質 され るdと を沈降反応 によ り実験的に立讃 し、又Wedelstadt,Fellmer雨

氏(1910)42)も化學反応 による変質 を疑いGasis底 と反対 に豆類の種實 を 生理的食聾

水中に一書夜浸漬 した後 これを乳鉢内で摺 り潰 し濾過 した溶液 を 家兎の膜體内 に注



射 して 免疫血清を得 、沈降反応 、過敏症反応 及越 補艦結合反応 に依 り豆類 、委類及

び玉蜀黍の種圏特異性を検 し 且つその類縁關係 を明かにした 。但 し氏等は 免疫 に際

し多数の動物が注射個所に 膿瘡 を起 して死んだこ とを報 じてい るざ 尚氏等は葉④浸

出液 に依 る家兎の免疫を試みて 不成功であつたが、 翼豆 の種實の浸出液に依る抗 血

清 は同植物の葉の浸出液 とも反応 ずる ことを實験 したα

1907年 既にMagnus,Friedenthal両 、氏(1907)22)は 植物 の種 子、,花粉 、董及Ui;根の

蛋 師 洞 一で あるか否かに就 き血清學的に研究 レ 種子叉は翻 の蛋酸 出液 醐

て免疫した 抗血清は種子叉は 花粉は勿論根及び 葉 の蛋白 浸出液 とも購 す ることを

報 じたが・一方punba・W・P・ 氏 ⑱10)7'はMagnu・,Fried・ntha1両 氏の研究を灘

し、高等植物の花粉蛋白によつ ては 沈降素血清が得 られないこ と、 且つ花粉蛋白 は

植物の他部分の蛋白 と血清學的に性質 を異 にすることを説い穴。然 しMagnus,Frie-

denthal雨 氏は この問題 に対する 解答を與 えるために 彼等の研究を繰返 し追試 し、

1907年 に公表 したの と同一の結果 を得たZと を報ずると共に尚乾脂植物が兎免疫の

材料にな り得るか否かを試験 し、 乾燥種子の蛋白質は 抗原性強 く損傷 され免疫體 を

生産 し得なかつた結果に依 り・Dunbar氏 が氏等 の研究 と反対 の結果を得 たのはP氏

奪が新鮮 な花粉 を使用 したのに対し'Dunbar氏 は乾燥花粉 を 免疫用に供 した ことに

因るもの と論 じた。

K.Sturm氏(1910)34)はA礁 漁 とSambcasと の類縁關係を沈降反応 に より謹 明せ

ん としたが免疫材料が 充分でなかつたため殆 と成績 を得 る事が 出來なかつたことを
〆

報 じ、植物 性抗 原 に よる免疫実験 は容易 で なvこ とを論 じた。 、

なほLake,Osborn,Welh三 氏(1906)20)は 穀 類 に就 て沈降反応 を検 し.、家 兎 を短 時

日間 に免疫 して得 た血 清 に於 ては比較 的 嚴密 な特異 性沈 降素 を得 るが 、 長期 間頻 画

数 の 免疫 を行 うときは類 属反応 の強い 免疫血清 を得 るこ とを実験 した。 鴨

Uhlenhuth,JangWt氏(1905)41)は 聚栗 、大麻 及 び巴且杏 の種子蛋白 を以 て沈降素 血

イ清 を作 り之 に よ り槍索 し
.嬰 栗 及 び大 麻 は之 を鑑 列 し得 たが 、 甘 味 巴且 杏 と苦 味 巴

且杏 とは これを区 別 し得 なかつ た こ とを報 じた。

1910年AZuma,T。 氏4)は米変 及び豆類 の種子 並 に 胚 の浸 出 液 を用い 》(研究 し、胚



の浸出液に よつ ても沈降素の生産が可能であることを讃明 した・

1913年Mez,Golilke,両 氏25)は被子植物 を材料 とし沈降反応 及び凝集反応 によ9

其等の鰍 關係 翻 究纐し 、G・hlke氏(1915)6・ 蹴 降反応 欄 齢反応 過敏

症反応 により 之を追謹 した。 樹木 に關する血清學的類縁關係の研究は 實 に氏等の研

究を以て嗜矢 とする。

1914年Zade氏43)は5種 の董料植物 及び 小変の各種間の差異 を沈降反応 によP明

かに し、血清 學的 に之 を分類 した。 次 いで19i5年Th6ni,Thysen両 氏3")は裸 変 ・

・腰 及び大郷 ついて 某の蛋鹸 出液eこ硫酸 アンモニアを加えて紛 的Factionを

得 、 之を以て免疫 をなす ときは全蛋白質を以てするよ りも優れた 特異性を有する沈

降素血清 を得 ると報 じた。

1917鞭 紙17・ は裸子植物及び被子植物峨 七、又4・島氏(1921年)16・は裸 子植物

及び虫子葉植物に就 て 某等の類縁關係を血清學的に研究 し、両 氏共種子の蛋 白質浸

出液 を以 て行つた血清學的類縁反応 は 現今の植物分類學の 所説 と大騰 に於 て…致す

ることを結論した 。而 して纐纈氏は種子導出液が何れ も正常家兎血清 とも著 しく沈

降反応 を呈する事 を見、 該液 を以 て沈降反応 を行 必 うとす るときは 豫め正常家兎血

清 によつ て吸収 した後 使用 しなければならない ことを主張 し、 斯 くの如 く前処理 を

施 した種子浸 出液 を利用 して行 う方法 を沈降反応 攣法 と名ずけた。

1922年 比企氏10)はTh6ni,Thaysen両 氏の方法に從い大豆の蛋 白質で実験 し比較

的高度の特異性を有す る沈降素血清を得たこ とを報 じπ。

Baldwin,Fred,Hastings三 氏(1927)5)は 萱科植物21種 について、 又小松原氏

(1922)18)は14種 の豊科植物 につ いて 夫々某の特異性 を追究 し・ 氏等は豊科植物の血

.清學的類縁關係 は根瘤菌の寄生力 と一致す ることを見た。

1928年 藤及び九山両氏14)は稻の各種類 について研究 』 無麟1抗 血清では識別

し得ないが、生體 内飽和吸収 法を用 うるときは或程度迄之を鑑別 し得 ると結論 した・

又増田氏(1930)24)は 梗米 と儒米とは 補體 結合犀慮 を以 てするとき、 蛋 白質に於て

は之を鑑別 し得 ないが 其の澱粉 に於ては之 を鑑別 し得 ると報 告 した。 然 るに尾山氏

(1932)2・)は糎米 と縮米 との血清學的比較 研究 をなすに當 り上記の増田氏の實験 を追試



すると共 に更に糎米及び儒米 に就いて 異種抗原性の有無を検索 した結果、 糎米 と繕

米 とは其の類脂體 に於て著明な差異を有 し、両者 の種属特異性嫉 増田氏の言 う如 く

澱粉によつて存在す るものでな ぐて、 類脂體 によつて存在す るものであると結論 し

準・

1931年 北條氏11)は疏楽類 の葉め懸搾液及び 葉緑素を用い経膚免疫 による血清學的

研究を行い、葉の屋搾汁液 を以て した経膚免疫によつては強い抗艦 を得、 アブラナ、

大根 、甘藍、 藻綾草及び チシヤ問の類線關係 は勿論、・アブ ラナの品種間の鑑別 をも

可能な ことを明かに し得 たが 葉緑素 を以て しては 経膚及び注射の何れの方法 に依る

も殆んど抗艦 を生産 し得なかつた事實を報告 した。

尚又青木氏(1941)1)は 数種の樹 木及び草木の花粉の加童曹食麹水に よる浸出液に よ、

り過敏症反応 を起 し織 且つ植物分類學上極めて近接せる莚の花粉問にな緊密な痛

線 關係 を認め得るこ とを讃 し、更に1941年 にはハンノキ 及び赤松の花粉浸 出液によ

り沈降素血清 をも得 たことを報 じた2)。

又Moritz氏32)は 非常 に綿密な方法 によりLarixeuropαeα と'LαrivlePtolePisと を

区別することが出來又BerberisemPetrOfoliaとB.dαrviniiと の雑種 を血清學的にそ

の両親 より区別 す るこ とが出來た と報 じい る。

又今井氏(1932)12)は 銀杏種子の澱粉、 類脂肪艦及び蛋 白質につv'tSて補灘結合反応

により研究し 之等の単独 勇疫に より各抗體 を生産する乙とを得る と共に、各抗艦、

抗原間には夫 々独立 した特異性が存することを確認 した。

尚又近時足立氏(1936)3)は胡 盧科、豊科、禾本科及び裸子植物の各種の種子の蛋 白

質 を0.1%の 割合に苛性 ソー ダを加えた 生理的食塩水 で浸出 し、其の免疫學的性状

を検 した結果 、之等で家兎を免疫する と特異沈降素 を生産す ると同時 に類罵反応 を

呈 し、其の程度は 植物分類學王の近親度 と概 ね 並行する ことを報ずると共 に、近親

關係の特に密接 な各種 に於ける種圏特異性に關 しては、其の大多数に於 てはInvitro

の飽和吸収 法 に依 り鑑別 し得 る途、近親度の頗 る緊密 な数種に於ては更 に進んセ 頚

vivoの 飽和吸収 法により初 めて鑑列 し得るこ とを報 じた6

以上諸研究者の研究成績を通観すると、商其の研究材料及び 免疫方法の相違によ



亟其の得 た抗髄の特異性は 一様でない様 に見えるが、 然 し一般に植物蛋 白質の生理

的食塩水 叉は 弱 アル カリ液に よる浸出液 は容 易に免疫髄 を生産 し得 、且つ其の免疫

血清は種圏特異性 を有する と共に 類闘反応 を示 し、 併 もそめ類厨展鷹の強弱は現今

行われて いる植物秀類學上の親縁度 と大體 に於て一致す る點に於ては 緬て同様 であ

る生 うである。

・1.Quergus属 に 關 す る 研 究

L豫 備 實 験

Q%θ榔 塵勧 温 清鋤 研究舷 すをこ當り譜 者職 白簸 出材料として蛋白

質含量最串大なる種子 を弟い、 且その蛋白質浸出法 としては 從來の研究者に より通

用され來つた生理的食塩水 及び 弱 アノンカリ液に よることと して 實験を進めたが之等
`

、 、 、

の浸出液を以 てしては遽 に抗體 を生産 し得 なかつた。故 に著者 はその原因がQttercus

圏種子の含有す る過多の タンニン質 に由來す るものであろ うと推察 し、Q%θ 瑠3圏

樹木の タンニン質演 抗原性に及ぼす 影響 について試験 し、該タンニン 質は蛋白の試

験管内抗原性は 或程度之を抑制 しても、 生艦 内抗原性は毫 も之 を損傷 しない事實を

嚇 にした.從 つてQ_麟 樹樋 子繭 貯蔽 白は元來抗膳 轍 ぐとの結論

に達 したのである。

然 るに著者は更に該種子蛋白に抗原性 を賦與せ しめる処理 法にづいて考究 し、 種

子の発芽処理 が種子は貯歳蛋 白の変形 と共 に抗原性を獲得せ しめる事實を明か にし、

從つて発芽処理 による抗原性賦 與法を用いてQuerczas圏 の血清學的類線關係 を研究

した。以下豫備實験 の経過 を記す。、

1,)種 子蛋 白漫 出液 の抗原 性 に關 す る実験

a・ 生 理的食塩水 浸 串液 の蛋白反応

コナ ラ(Que>cusserratα)、 カ シ ワ(Quercusdentatα)及 び ア ラカ シ(Quercus((lyclo-

・bαlanoPsts)glapt.ca)の 前年度 成 熟種子(探 種後 地 中 に埋藏)を 用 い其 の外 皮 及び 内皮 を

取除き,聯 内で拗 潰し・これに10倍 量の生理的鰹 水を加kk後 時々櫨 砂



一書夜静置後 、遠心 分離 により得た上澄液 に?い て 其の蛋白の反応 及び 其の含有

度を調べた。この際浸 出液は何れ も悉 く淡黄褐色、且つ酸性を呈 した。

(1)呈 色反応

Biuret反応 、Xanthoprotein反応 、Millon氏反応 等による呈色反応 を試みた所、

何れ も不鮭 明なが ら呈色反応 を示 した6然 るに比較 の目的で調製 したH本 藥局方タ

ン=ン 酸 の0・1%水 溶液及び上記の)ナ ラ浸出液にAlbumi11を 溶かしfe溶 液 も矢張

り類似反応 を示 し、 タンニン質の存在する限 り呈色反応 により蛋 白質の存否を確知 、

することは不可能な ことを知つた(第1表 参照)。

(2)沈 澱反応

上記食塩水 浸 出液に硝酸 、アルコール 、硫酸 アムモニア及びエスバツハ 試藥等 の

蛋 白沈澱割を加寄ズも沈澱物を生ぜず 且又之等を煮弊 しても何等凝固沈澱抑を生 じ

なかつた(第1表)。 然 るに比較の 目的で同 じ食塩水 浸出液 に少量 のAlbuminを 加え

て溶か した溶液は 上謁 の諸沈澱割 により沈澱 を生 じ且つ加熱 により凝固沈澱物を生

じた。 故に蟹 白沈澱劃並に加熱 によつ ては 浸出液内の蛋 白の存在 を認 め得 ない と言

える。

(3)リ トマス紙による検出

上記食踊水浸出液少量 を試験 管内に探 り、之 に少量の ソーダ石灰を落 した後 之 を

第1表Quercus闘 種子の生理的食塩水 浸出液の蛋白反応



熱 し、獲生す る琵斯に 赤色 リトマス紙 を當てた所も 青攣 した(第1表)。 これは即 ち

浸 出液内の蛋白質の分解に より生ずるアムモニア 琵斯に由來する現象であつて、即
rbr■Hの

ち浸 出液 内ζ蛋白質の溶存する事 を謹明するもの で ある。

b.生 理的食塩水 浸出液内の蛋白含量

以上の實験 に於 て、Quercus属 種子 の生理的食塩水 浸出液内の蛋白 質の存在は 、'

沈澱反応 によるときは疑わ しいが、 ヲトマス紙による検 出によれば 之を明かに謹 し
・

。 曽
_.蟻 、

得 るか ら、 浸 出液 内 の蛋 白質 の有 無 及び 其 の含有 度 を よ の精 密 に確 め る 目的で浸 出

液 内の蛋 白質 の定量 分 析 を行つ た。即 ちク ヌ ギ(QaerCMsacutdssima)、 アベ マ キ(Quer-

6媚0α 磁 魏 瑚 、 ナ ラガシ ワ(Qinerc"Sαlienα)及 び コナ ラ(Quercasserrata)の 新 鮮種 子

を用v上 記 と全 く同様 に、各種 子 の生理 的食 幽水 に よる10倍 浸 出液 を調製 し各種 子

粉末 及び浸 出液 内の粗蛋 白 質含量 をKjeldall法 に より又 そ の純蛋 白質含 量 をBarn・

stein氏 法 に よ り、何れ もSemi・Micr()・Kjeldallの 装置 を用 い て精 密 に定 量 した結 果 、

種 子粉 末 には6%内 外 の粗 蛋 白質 、4%内 外 の純 蛋 白質 を含有 し、そ の10倍 生 理 的

食塩水浸 出液 内 に も0・10乃 至0.23%の 粗蛋 白質 、0・()3乃至0.07%の 純蛋 白質 が溶存

す る事 實 を確 めπ(第2表 参 照)6

第2表Quercus圏 種子粉末及共生理的食幽水浸 出液 の蛋白含量

C.,生 理的食塩水 浸出液の免疫原性

以上 によりQuercalges種 子の生理的食塩水 浸 出液 には明かに可溶性蛋白質 が溶存

す る事實示確 められたので、該浸出液 を以て常法による免疫試験を行 うことに した。

(1)免 疫原 の調製

ク予ギ、アベマキ 、'コナ ラ、カ シワ及ぴアラカシの 各新鮮種子の種皮 を取去 り乳

鉢で摺 り潰 し、てれに各5倍 量の醋酸エー テル を加えて約5時 間時々振塗 しつゝ タ



ンニン分を浸出 し醋酸 工ー テルを除去 し尚扇風機で醋酸エ ー テルを完全に揮畿せ し

めて褐色の種子粉末を得n。 該種刊1>末 各59に25cc宛 の生理的食塩水 を加え時 々

振壷 して一夜室内で浸 出をな し、、'翌朝その上澄液を遠心分離器 にかけて 透明な液 を

得之を注射用に供 した。而 して斯 くして得た 注射用液は何れ も茶色の透明液であつ

て弱酸性を示 し、塩 化第二鐵に より濃藍色を呈 した。而 して 何れの浸出液に於て も
＼'、

呈色反応 及び 沈澱反応 によつ ては 蛋白を検出 し得なかつたが、 ワ トマス紙 による検
、

田法で明かに蛋 白を検 出 し得た。尚注射液は注射の都度新 しく調製 し、苛性 ソーダに

より反応 を中性 に して使用した 。

(2)免 疫 法

2kg内 外 の健康家 兎を選定 し各樹種7)注 射液 を以 て各5匹 宛の家兎 について注射

を行つた。注射は耳静脈 に5cc宛2日 必きに5乃 至6回継続 したが、注射液内のタ

ンニ ン質により注射に使用 し控耳静脈が固化 した控め同一課脈 に2回 以上注射を繰

返す ことが出來ず毎回静脈を変え て注射し た。 最後の注射 日より7日 目に試騨探血

をな し沈降素便を調べ控 が、何れ に於て も抗艦の生産 を認 疹得なかつ禿 ゝめ 更に上

記 の注射液各10cc宛 を腹體 内に2日 あ きに4回 注射 を行い、最後の注射 日より7日

目に全採血を し常法 により血清 を分離した 。但 し免疫期間中家兎の體 重 は悉 く減 じ

た。

(3)試験 法及び試験成績

以上の様 にして得7?血 清LについてRingprobee:よ り夫 々沈降素便 を調べ72。 即 ち

免疫血清0・1cc宛 を毛細試験管に入れて毫上に並べ、其の上 より、注射用液 と全 く同

様 に して調製 しだ各種 子の浸出液(5倍 浸出液)を 原液 としこれに生理的食塩水 を加

えて逐次2倍 に稀繹 した1列 の溶液0・2cc宛 を静 かに添加 し両者の中間に生ずる沈

澱 の有無を調べた。 尚この際対照 として正常家兎血清に も同時に浸 出液を重ねると

共 に免疫血清 に生理的食塩 水を重ねた場合の反応 をも検した 。 而 して坂i慮度の比較

は試験液重層後2時 間後に於ける反応 の現われ得 る最大限度の稀繹度籔 に由るごと

に した。尚同一試験 に必ず2回 繰返 し常 にその結果の一致する事を認めnの である。

扱て今その試験 成績を見 ると・何れの樹種 の種子浸 出液 も総ての抗血清に対し160



倍の稀緯度迄明かに反応 を現す と…比に 正常家兎血清に樹 して も同一程度に反応 しか

(第3表A壌 照)6

第3表Q岬7㎝s圏 種子生理的食塩水 浸 出液による免疫血清の沈降反応



ア ラ カ シ 浸 田 液 の 稀 糧 倍 数
●

。斯 く植物種子浸出液が 比較的稀繹なる濃度に至る迄正常家兎血清 と反応し沈降反

慮 に 彷 彿 しla沈 澱 現 象 を 起 す點 について は 古 く よ りBertailelli(19()4)・)、Wedelstadtl

Fellmer(t910)oP)及 びK6ketsu(1917)17)1氏 等 が注 意 レている 所で あるが 、本試験 に於

け る正 常 家兎血 清 に対する 備 沈降反応 は浸 出液 内の タ ン畠 ン質 の 血 清蛋 白凝固 作用

に由るものと解 されたので、著者はK6ketsu氏 の提唱 しve沈降反庶攣法 に從v・濠め

種子浸出液 を 正常家兎血清により 飽和吸収 した後 試験用に供す為ことに した 即 ち

種子浸出液の原液に同量の正常家兎血清 を加えよく混和 し、 艀卵器内に1時 間置v

n其 沈澱物 を遠心器により除去 したものを墓本液 とし、 之を逐次2倍 に稀繹 した一一

列 の溶液を試験に供 した。然 るに其結果は 何れの樹種 の種子浸出液 も免疫血清及び

正常血清に対し 全 く反応陰性であ?た(第3表B参 照)。" 一 一

ア ペ マ キ 浸 幽 液 の 稀 繰



コ}ラ 浸 田 液 の 稀 繹

カ シ ワ 浸 出 液 伊 稀 羅

,,ア ラ カ シ 浸 田 液.の 稀 緯

以上の事實より観れば、正常血清により吸収虚理を施す以前の種子浸出液が免疫

血清となす反応は浸 出液内のタン呉 ン質の血清蛋白凝固作用に因る備沈降反応 と認
、

むべ きか、 或は以上の免疫血清 には 沈降素が生産 して居 なφ こ≧を示す ものかと解



すべ きで あ る。

d.アルカ リ液 に よる浸出液 の免 疫原性

(1)免 疫 原 の調製

クヌ ギ、 アベマ キ、コナ ラ、カ シ ワ及 び アラカ シの新鮮 種 子 を用 い 、cに 於 ける と

全 く同様 に して調製した 乾燥種子粉末59を 探 り、之 にq2吻NaOH液(生 理的食盤

水で調製した 。以下常に同様)2.5cciを 加え時 々振豊 して一夜室内に置いて浸出 し・v

翌朝遠心分離に より沈澱物を 除去 して上澄液を得た 。 斯 うして得た 浸 出液は何 れ も

紅負乃至暗褐色の透明液であつて弱 アルカリ性を示すと共に塩化 第二鐵ドより濃藍

色 を呈 しカ が 、Biuret反応 、Xanthopgotgin反応 、Millon氏反応 等 の呈色反応 ・硝

酸 、アルコール 、硫 酸 ア ムモ ニ ア、エ スバ ツハ 試藥 液 等 に よる沈澱反応 及 び 躰 マス

紙 に よる検 出等 の蛋 白検 出反応 何 れ も陽性 を示 して、エスバツハ 氏Albumimeterの

示 す蛋 白含 量 は0.2%内 外 であ つた 。而 して注射 に際 し 浸 出液 の反応 を醋酸 に よ6

中性 にす る と共 に37。Cに 温 めて使 用 した。

(2)免 疫 法

重 量2kg内 外 の 健康家 兎25匹 を準 備 し各 樹種 に対し 各5匹 宛 の家 兎 を用 秘》}<免

疫 を行つ た。即 ち上記各 樹種 の種 子浸 出液 を5cc宛2日 お きに2回 耳翻脈 に注 射 を
f俗

継続したが、何れの家兎 も総て使用耳静賑が固化すると共に 耳全體 が腫れて 炎症 を

起 し注射の継続 が不能 となつたため、第3回 目よりは各浸出液10cc宛 を腹體 内に●

2日 お きに3回 注射を継続 した。而 して最後の注射 日より7日 目に試験探血をなし

沈降素慣を調べた所全 く反応が陰性であつ たた め、夏 に膜體 内注射を5回継続 し最

後の注射 日よ り,7日 目に全探血 をなし常法により血清 を分離 した。 この場合免疫中

動物の體 重は悉 く減少を示 し且つ数 匹は免疫の途中死亡 したが 死亡の原因は何 れ も

注射 の誤 ちによる内臓の刺傷に原因 した ものであつた。

(3)試 験法及び試験成績

斯 くして得 た免疫血清に、注射用液 と全 く同様 にして調製 した抗原液(種 子糧末:

O,2%NaOH液=ユ:5、醋酸 に より反応 を中性 にする。蛋白含有度は各浸 出液共0・1

%)を 原液 として之 を逐次2倍 に稀縄 しだ液を重ねRingprobeに より前同様に して、



沈降試験を行つた。其結果を見るに、何れの抗血清 に於て も各其の免疫原 に繋 し80

倍稀繹度迄反応 を呈 したが 、 同時に正常家兎血清に樹 しても 同程度 に反応 を示 した

(第4表 、A参照)。 故に抗原液 を同量の正常1血清に より飽和吸収 せ しめた後各夫 々

の免疫血清 に重ねた所、何れに於て も全 く反応 は陰 性であつn(第4表B表 参照)。

第4表Quercus属 種子 アルカ リ浸出液に灘する免疫血清 の沈降反応

A正 常血清 に よる吸収 前

ア べ マ キ の ア ル カ リ浸 出 液 の 稀輝

コナ ラゐアルカ リ浸 出液の稀繹



カシ ワのアル カ リ浸 出液の稀縄

ア ラカシのアルカ リ浸 田液 の稀舞

B正 常血清 による吸収 後

アベマキのアルカ リ浸 田液の稀縄



コナラのア ルヵ リ浸 出液 の稀繹

カ シワのアルカ リ浸出 液の稀糧

ア ラカゾあアルカ リ浸 出液 の稀緯

即 ち以上の實験結果 により弱 アノゾカ リ液 によるQaerceSS属 種 子浸 出液 を以て して

も生理的食塩水 浸 出液による場合 と同様免疫艘 を生産 し得 ないZと が結諭 されブZ。

2)種 子のタン;ン 質が抵原性 に友ぽす影響

以上實験1・)により 、Quercecs属 種子の生理的食塩水 及び弱 アノレか リ液4こよ戸浸

出液 を以て レては免疫現象を 認 め得 ないζとが到明 されπが・ 今其の原因 としては

次諾の二つ の場合が想像 される。



a)Qaercus屡 種子 内の貯藏蛋白が 元來抗原性 を触 ぐfeめ 抗膿 を生産 し得 ない場

合。

1・)a・ に於て實験した 如 く、Q2dercasrdpt子 の生理的食購水浸出液中には 可成b

の可溶性純蛋 白質が 溶存 して居 るに も拘 らず、鑛酸、アルコール 及び 中性璽等の_

般蛋 白質沈澱剤によつては 全然沈澱 を生 じない と共 に 熱に よつて も凝固 されなかつ

た諸事實は・ 該浸出液内の蛋 白は佑學的に頗 る安定であつて 一般蛋 白質 とは性質を

異 にす多 ことを示す もの と解 され、 從つて血清化學的に も頗 る安定 で 免疫膿構成作

用に關與する ところでない もの と推察 される。

b)Quercus属 種 子蛋 白は 元來…抗原性 を有するが 浸 出液 内の タンニ ン質が其の抗

原性 に悪纏 を及附 結果禮 を生産 し得 ない場合・

今Qesercus馬 種 子の蛋 白含 量 と タンニ ン含量 との割合 を見 るに(第5表)、 其 のタ

ンニ ン含量 は 純蛋 白質 含 量 の一 倍牛以 上 で あつ て 、 過剰 の タ ンニ ンを含有 して居 る

ヒ とが 知 られ 看。 從 う て そ の浸 出液 中に は多 量 の タ ンニ ンを含 有 し、 その生 理 的食

聾 水 に よる5倍 浸 出液 に於 てす ら約O・3%の タ ンニ ン含有 度 を示 した。(新 鮮 シ ラカ

シQ=myrsinaefeliapt子 粉 末量59に25ccの 生 理的食塩水 を加え一 夜 浸 出 しだ液 は盤

化 第 二鐵 溶液 に樹 し、・O・3%の タ ンニ ン酸 溶液 と同一程 度 に呈色 しR。)

第5表Quercas属 種 子 の蛋 白及 び タンニ ン含 有量 の比

而 して タンニン質は 蛋白質を凝固せ しめる 作 用が著 しいものであるから、QuerCtCS

属種子蛋白は元來抗原性 を有 して居て も`浸 出液内の過剰の タンrン が 蛋 白勿 血清

化學的作用に悪影響 を及ぼす 結果免疫體 が生産 導れ得 ないか,或 いは血清 内に免疫.

體は生産 して居て も、 浸出締内のタンニンが試験管 内に於ける 免疫反応 の出現 を妨



害す るかの何れかの理由により菟疫反応 が現れ ない場合が想像 され得 為。

蛙に於て著者 は以上二者の場合の何 れが 眞なるかを明かに しようとして、 先づ後

者の場合 の可能性 について実験 する爲に・,明 かに抗原性を有すると認 められて居る

栗(P浸 出液及び卵白溶液にQκ θ7c〃s麗種子のタンニン質又は藥局方タンニン 酸 をカ"

,えた もので家兎 を免疫 して、 先づ蛋白の抗艦生産能に及ぼす タ ンニンの影響 を調べ

る之とに した。

a.タ ンニン質が生體 内抗原性に及ぼす影響

(1)實 験材料及び免疫原

a)クリ 蛋白液 にタンニンを加えた免疫原

前年度成熟の新鮮へfiジ ヨウグ リ(Castαniαrbttngeαna)種子の種皮 を取 り去 り、乳

鉢で摺 り潰 しご これに脱脂の目的で約5倍 量の石油エーテル を加えて時 々振蚤 しフ

＼3時 間室内に置 いた後、石油工ー テルを除去揮発 せ しめて得た乾燥粉末59に5倍

量 のQ吻 ㎝s種 子タンニン液(新 鮮 シラカシQ.myrsinαefolia種 子粉末を5倍 の生

理的食塩 水で一書夜浸出を行つた液 こ茶褐色 、透明、PH4.0、 轡化第2鐵 により 濃

藍色を呈する。)を 加え一夜氷室内に置いてタンニン質をク リ粉末に充分作用せ しめ

控後、,翌朝 これに0.4%NaOH(生 理的食塩 水にて調製)15ρcを 加えて液を ア以カ

リ性にすることによつ て アルカリ 可溶の ク リ蛋白の浸 出を促 し㌔3時 間静置後選心t

分離に より上澄液 を得 、之 を免疫原 に使用した 。而 して本液は栗色、孚透明、微 アル

カ リ性を呈 し、エスバツハ 氏のAlbumimeterに より約0.2%の 蛋 白含有度 を示 し

且つ賭化第2鐵 によ9著 しく濃藍色を呈 した。尚 この 際繋照免疫原 としてタンニン

を作用せ しめないへイ ジヨウグ リの脱脂粉末59に 生理的食塩水40ccを 加え3時'

間浸出後、遠心分離により得た 上澄液 を用 い免疫を行つ控 。而 して本液は白色透明 、

微酸性、エスバツハ 氏A}bumimeterに より0.35%の 蛋白含有度を示した 』

b).卵 白溶液 にタンニンを加えた 免疫原

ジ ラカシ種子の5倍 生理的食塩水 浸出液が約0.3%の タンニ,酸 含有度を示 しブピ

事實 に鑑み、 新鮮卵白の生理的食塩水 溶液に0.3%の 割合にタンニン酸を加え控液



と、その10倍 即ち3%の 割合にタンニン酸を加へた液 との2種 め卵白液 を調製 し免

疫原 とレて使用した 。

即 ち前者 は卵白3ccに 日本藥局方 タンニ ン酸の0.3%液(生 理 的食塩水 にて調製)

30ccを 加え一夜氷室内に置き タンニン酸が卵白に充分作用 しve後 、1%NaOH(生
.

理的食塩水 にて調製)数 滴 を落 して溶液 を中性にすると共 にタンニン酸 により一旦凝 ノ

固 し準卵白の大部 分を再び溶解せ しめ、 遠心分離に よ り得た上澄液を用い、 而 して

後者 は0.3%タ ンニン酸液の代 りに3%タ ンニ ン酸液(生 理 的食塩水 にて調製)を 用

いる外、前者 に於けると全 く同様 に して得 た液 を用いだ。但 し前者の調製液は 暗緑

色の不透明液 であつて、反礁中性 、塩化第2鐵 に対し 濃青色 を呈 し、エスバツハ 氏

Albumimeterの 示す蛋白含量は05%で あるに野 し、後者 の調製液は暗栗色、不透

明、反応 中性 、盤化第2鐵 に醤 し濃青色 を旱 し、エスバツハ 氏Albumimeterの 示す.

蛋 白含有度は0.06%で あった。

筒この際対照 免疫原 として 、新鮮卵白を10倍 の生理的食塩 水で溶か し7'2液(白 色

透明、蛋 白含有度G.7%)を 用いた。

(2)免 疫 法

以上の各免疫原 に対し 重量2kg内 外 の健康家兎各4匹 宛 を用い、以上の如 くして

調製した 免疫原を注射の都度新 しく調製し て用いた。

即 ち家兎番號No.51よ りN()."54迄 はク リ蛋白液にタンニン を加えた免疫原(以

下「ク ヲ+タ ンニ ン」免疫原 と略樗)に よつて 、No・55よ りNo.58迄 は クリの繋照免

疫原(以 下 クリ免疫原 と略稻)に よ9、 又No.59よ りNα62迄 は卵 白溶液 に0.3%

の割合にタンニン酸を加えた免疫原(以 下「卵白+0.3%タ ンヒ ン酸」免疫原 と略構)に

より、No・63よ りNo・66迄 は卵 白溶液 に3%の 割合にタンニン酸 を加えve免 疫原

(以 下「卵白+3%タ ンニン酸」免疫原 と略構)に より、尚No.67よ りNo.70迄 は卵白

の対照 免疫原(以 下卵白免疫原 と略稻)に よつて免疫す ることに レ、 夫 々一回に5cc

宛耳静脈に2日 あ きに6回 注射 を縫綾 した。この際 タンニン酸 を加えた 免疫原で注

射 した家兎は悉 く注射に使用 した 耳静脹が固化したた め注射の度毎 に 使用灘脈 を攣

えた が・「卵白+3%タンニ ン酸」免疫原で注射 し孝家兎は初回の注射に よ9耳 部が腫



れ炎症 を起 したので第2回 よりは腹體 内に10cc宛 注射す ることに しfa。而 して最

後の注射 日より7日 目に全探血 をな し常法により 血清 を分離 し7i2。

て3)試 験法及び試験成績

a)「 クリ十タンニ ン」免疫原 によ り免疫 した場合

以上に於て得た抗「クワ士タンニン」血清及び抗 クリ血清 に夫々ク リの10倍 生理的

食塩水浸 出液(エ ー テルで睨脂 したへ擁 ジヨウグ リ粉末に10倍 の生理的食鷺水を加

え一夜氷室 内で浸 出後、遠心 分離 により得た 上澄液 、白色透明、PH6.O、 エ鈎バ ツノ・

氏Albumimet.erの 示す蛋 白含有度(L3%)を 原液 としこれを逐次2倍 に稀めだ一列

の稀繹液 を重ね、前同様Ri最probeに よ り沈降反応 を検した 。然iるにク リ免疫原 に

樹する抗血清 に於 ては800倍 液迄反応 陽性であつた が、 「ク リ+タ ンニγ」免疫原 に

対する抗血清 に於ては更に高 く1600倍 乃至3200倍 液 まで反応 を呈 しln。 但一しこの

際正常家兎血清 に於て も20倍 液準反応 を示 し穴 ので ある(第6表 参照)。

第6表 抗「ダ リ+タ ンニ シ」血清及び抗 ク リ血清吟沈降素債

.さ て以上の結果の示す如 く抗 「ク リ+タ ンニン」血清が抗 ク リ血清 より.も沈降素便

の高い事實 は、Qaercus種 子浸出液が含有する程度のタン』 ンは 蛋 白の生體 内抗原



性を充進は して も抑制は しないことを示す もの と解され、とのこと拡 嘗つて 田代氏

(1941)3s)が山羊血清を煮沸又は蛋 白質凝 固剤に より凝固沈澱せ しめ之を沈降原 と'して

免疫する ときは生血清 によるよりも沈降素便高く特異惟の強い 抗血清 を得 るとの研

究結果 と一脈相通ずる所があ るが、 それは兎角と して少 くともこの事實は 免疫原車

のQuercasタ ンニンの存在は生體 内抗原性 に抑制的影響 を與える ものではないこと¥㍉

を示す ものである。

b)卵 白溶液に タンニ ン酸 を加えた免疫原により免疫 した場合

抗「卵白+0.3%タ ンニンの酸」血清 、 抗「卵 白+3%タ ンニ ン酸」血清及び抗卵白血清

が卵白の食塩水 溶液 となす沈降反応 を 前同様の方法1こより検 した。 但 しこの場合綜

卵 白の食塩水 溶液は 新鮮卵白の100倍 溶液 を原液 としこれ を逐次2倍 に稀 めて一列

の鉾原液 を得た のである。今そO結 果 を見ると量抗血清共卵 白の51200倍 乃至162400。

倍液(卵 蛋白含有度=0.00030%乃 至0.00015%)迄反応 し、 其 の沈降素横に大差 を認

めなかつた(第7表 参照)。

即 ち本實験結果に よれば、 卵白溶液に タンニン酸 を3%の 割合に加えve場 合 と錐

も、生體 内に於ける免疫體 の生産には 何等悪影響 を及ぼず こ古がない ことが明かで

あ る 。

第7表 抗ll卵白+タ ンニン酸」血清及び抗卵白血清の沈降素便



以 上クリ蛋 白及び 卵白に タンニン酸 を加えた抗原 を用 い、 免疫 し控實験結果に依

れば、免疫原中のタンニン質 は 生體 内に於 ける 抗體 の生産を刺激する傾向は認めら

れて も、これを抑制する事實は 認め得なかつた。 故 にQzercus属 種子のタ ンニ ンの

みな らず一般にタンニン質ほ少 くとも蛋 白の生艦内抗原性に悪影響を 及ぼす もので

はない ことが結論 される。

b.タ ンニン質が試験管内抗原性に及ぼす影響

、以上 の実験 に よりQuercus属 め タンニ ン質は蛋白の生髄内に於 ける抗艦生産作用

には毫 も悪影響 を及ぼ さない ことを明かに レた。次 に著者はQ惚7御 ∫属種子タンニ

ンが蛋 白の試験管内抗原性 にば果 して如何 なる 影響を及ぼすかを 閲明するπ海次の

如 き實験 を行つたのぞ あるξ

即 ち前記の実験 に於て得た ク リ免疫血清及び卵白免疫血清を用い、 これ ら両血清

に、① 抗康蛋 白液 にQZterCSCS鶴 種子タンニン を加えた液。② 抗原蛋 白浸 出材料に

豫めQaercus属 種子 タンニンを充分作用せ しめた後蛋 白の浸出を行つn液 、を夫 々

抗原液 として重暦 した場合の沈降反応 を検す る ことに しだ。

(1)ク リ免疫血清 による実験

知 前記の実験 於て得た抗クリ血清 及び抗「クリ+タ ンー=ン」婦 ご・①M」 ジ

ヨウグ ヲの生 理的食塩水 浸 出液 に'Qaercusas 一子 タ ンニ ンを作 用せ しめn液 。 ② 浸 出

前 に豫 め:Qttercas圏 種 子タ ンニ ンを充分 作用 せ しめnク リ粉 末 を生理 的食塩水 で浸

出した 液 を夫 々抗 原 と して重ねた 場 合 の沈降反応 を検 した。

イ、.へイ ジ ヨウグ リの生 理 的食塩水 浸 出液 にQuercus属 種 子 タンニ ンを作 尼せ

しめπ 液 を抗 原 と し尤場 合

抗 原 へ・/ジ ヨ ウグ リの生 理 的食塩水 浸 出液 にQileTczds種 子 タ ンニ ンを色 々



に作用せ しめて次の6種 の抗原を調製 し72。

a抗 原ヘイ ジヨウグ リの10倍 生理的食塩水 浸 出液(蛋 白含有度0.3%)に 同

量のQitercuspt子 タンニン液(前 記 同様調製した シ ラカシ種子 タンニン液、タンニン

含有度約O・3%)を 加え凝固沈澱した ク リ蛋 白の沈澱 牽遠心分離により除去 し凌 上澄

液(蛋 白含量0)。

b抗 原:a抗 原を同量の正常家兎血清 を以 て飽和吸収した 液。

c抗 原:ヘ イジヨウグリの10倍 生理的食塩水 浸出液(蛋 白含有度0.3%)に 同

量の 々πθκ鋸 種子 タンニン液を加えて一旦蛋 白を凝固せ しめπ後 これに同量 の正常

家兎血清 を加えて再曝凝固蛋白を溶かした 液(こ の際添加正常血清量が少いときは浸

出液 内のタンニンに よ り血清蛋 白が却つて凝固 されるが、 添加血清量がタンニン量

に比 して多量 なときは一旦凝固 されπ蛋 白は悉 く完全に溶解されカ。

d抗 原:.'へイ ジヨウグ リの10倍 生理的食塩水 浸 出液 に同量のQaercusタ ン

ゴ ン液 声加 えてク リ蛋 白を悉 く 凝 固沈澱 せ しめ 、 この凝 固蜜白 を遠心 分離 に よ り取

り出 し、 これ に元浸 出液 と向量 の液0.1%NaOH二 液 生 理的食塩水 で調製)を 加 え て

再 び溶 解ぜ しめた液(微 アノンカ リ性 、蛋 白含有 度0.3%)。

e抗 原:ヘ イ ジ ヨウグ リの ・!O倍生 理 的食塩水 浸 出液 に同量 のQuerbusas.子 タ

ンニン液 を加えて一旦 ク リ蛋白 を悉 く凝固せ しめた後 これに5%NaOH覆 数滴 を落
Ssri

して溶液 の反応 を 中性 にすると共に 凝固蛋 白を完全に溶解せ しめπ液(蛋 白含有度

0.15%)

〆 抗 原:.e抗 原を同量の正常血清で飽和吸収 せ しめn液

沈降試験一 以上6種 の抗原 を生理的食塩水 で1-2--4-一 一8-10--20の 稀繹法 によ

り稀繹 して6'列 の試験液を作 り、これ らを抗 クリ血清及び抗「ク リ+タ ンニ ン」血清

に重暦 しでRingprobeに より沈降反応 を検1した。

両各抗血清の沈降素便を検す るnめ ヘィジヨウグ リ10倍生理的食塩水 浸 出液(蛋 白

含有度0・3%)の 稀繹液及び比較の 目的で ヘィジヨウグ リ粉末を10倍 量のO・1%NaqH

液(生 理的食塩水 を以て調製)で 浸 出 した液(蛋 白含有度0・3%)の 稀繹液 を夫々雨抗血

清に重暦した 場合及び以上の各試験液を 正常血清に重暦した場合 の 沈降反応 を も検



する ことに し沁。而 してこの際各試験液の クリ蛋 白含有度O.3%液 を基本液 として次

の如 き番號 を附する ことに し{反応 程度の比較は試験 液重層後2時 間後に於ける反

慮の顯れ得 る最 大限度の稀繹度番號数に由ることに した。

試 験 液番 號123 .45678910

稀 緑 倍 敷 、1020408010020040080016003200

蛋 白 含有 度(%)0.30.150.0750。03750.03000.01500.000750.003750.001900.0001

尚この際各抗血清の血清便は 同一でな く、血清 の血清便による 實験結果の修正 を

必要 とす るか ら、抗「クリ+タ ンニン」血清et於 てlilk沈降素便3200の ものを、又抗 ク

y血 清に於ては沈降素償800な る ものを夫 々標準血清 と し、。斯 かる血清 を以て した

實鹸の結果は修正 を要 しないもの とし、 これ より一階段だ遊 低い 沈降素便を有する

抗血清を以て しブa實験結果は之 を修正 して一階段だけ増加する ことにした 。

試験結果一 以上の如 くして得控試験成績を見ると(第8表 参照)。

t7・抗原は抗 クリ血清 及び 抗「クリ+タ ンニ ン」血清の何 れに対し て も第8號 液迄反

慮 したが、正常家兎血清 とも同程度に反応 し、

ゐ 抗原は両抗血清 及び 正常血清何れに対し て も全 く反応 は 陰性であった 。'然 る

に、

c抗 原及びd抗 原は共に正常家兎血清 に対し て陰性である と共に抗 ク リ血清及び

「ク リ+タ ンニ ン」に対し ては 全然 タンニンを作用せ しめない ク リ生理的食塩水 浸出

液が示 しve反応 度 と同程度に反応した(第8表 及び 第6表参照)。 而 しで、

e .抗原は 抗 ク ヲ血清に鍬 して第7號 液迄、 読「ク リ+タ ンニン」血清 に 野 して第9

號液まで反応 したが、正常家兎血清に醤 して第5號 液迄反応 し。

f抗 原 は、 正常血清に対し ては反応 は陰性で ある と共 に抗 クリ血清 に対し て第6

號液迄、 抗「クリ+タ ンニ ン」血清 に対し て第8號 液迄反応 し、 タンニンを作用せ レ

めないク リ生理的食塩水 浸 出液が示した反応 に比 して精 々弱いことを示した 。

考 察一 以上、の實験結果 を観る と・α抗原及び ∂抗原に於て眞正沈降反応 が全

く陰性であるのは 沈降反応 に與か るべ きクリ蛋白が 悉 く除去 された ブ2めの當然の結

果であるべ きで 、



第8表タ ンニンを作用せ しめた クリ抗原の沈降反応 度

c抗 原が正常血清 に対し て 傭沈降反応 を呈 しない と共に その反応 力が タン ニ ンを

作用せしめない場合に比 して 毫 も衰弱を示 さない事實は、 抗原液 に加えた 正常血清

が抗 原液内の タンニ ンと作用 しその作用 を全 く無効に し尤結果 と解せられ、

d抗 原の沈降反応 力が タンニンを作即せ しめない 場合に比 して 少 しも衰弱 して居

郁 のはご 一旦 タンニ ンにより 凝固 された抗 原飴 もタンニン質が存 在 し状態

に於て再びアルカリ 液で、溶解せ しめる ときはその 抗原性は些 か も損傷 さ乳ずに再び

螢揮 されるこ とを示す事實 と解される。

然 るに、 θ抗原及び ∫ 抗原 に於てはタンニンを作用せ しめない場合或は存在少 き

場合に肌 て枕降反応加 噸衰弱 する事を示すのは、d抗原 の沈降購 力が毫も

衰弱 を示 さなかつた 事 實及び 比較のた めにへイ ジヨウグ リ粉末を10倍 量の0.1%

NaOH液(生 理的食塩 水に調 製)を 以て浸出 した液 が抗 グ リ血清及び 抗「クリ+ぞ ン

ニン」血清 と存津沈降反応 を検した 結果 、 ク リの生理的食塩水 浸出液(正 常のク リ抗

原)の 示す と同程度をき反応 しve實験結果(第8表 参照)に 徴 して 、抗 原液内のアル カ リ

の悪作用 に因る もの こはなくて 溶液 内に溶存す る有数 タンニン質の 悪作用に因るも

の と解せ られ 、尚且つ正常家兎血清 は タンニンの悪作角を 無敷な らしめ得 るが 、ア



ノンカリはそれ に及ぱない こと、が示 されている。

以上之 を要するに、 抗原液に タンニンを加 うるときは抗原蛋 白の凝固を來 し 眞正

沈降反応 は全 く消失されると共 に 強い僑沈降反応 を現出 し、 又該抗原液 をアノンカ リ

により反応 を塩基性 にする と共 にタンニンによる 凝固抗原蛋 白を溶解せ しめる ごさ

は眞正沈降反応 は再現するけれ ど、 そ の程度は タンニンを含有 しない 抗原液にρ比 し

て弱 く且つ 鶴沈降反応 も可成 りの強 さに現われ、又この場合 スノンカ リの 添加の代 り

に正常家兎血清を 充分加えてタンニンに よる凝固抗原蛋 白を溶解せ しめる と、眞正

沈降反応 は完全に復活 されると共 に儒沈降反応 は全 く消失することが示 されでいる。

併 しこれ らの 諸事實は畢寛するに・抗原液内の タン,ニンは 抗原の試験 管 内抗原性 を

損傷せ しめる事實 を示す もの と解 される。

ロ、豫 めQaercor,s種 子タンニ ンを充分作用せ しめ7eク リ粉末を生理的食甕水で'

浸出した 液を抗原 とし禿場合

抗 原一7一へイ ジヨ ウグリ粉末 に5倍 量 のQaercas種 子タンニ ン液(新 鮮 シラ

ヵシ種子浸出液、 タンニン含有度約O.3%)を 加え、一書夜氷室内に置いて

タンニ ンを 充分 ク リ粉末 に作用ぜ しめπ後、愚 剰 のタンニン液 を 濾過排除

し、これを扇風機 により充分乾燥せ しめて乾燥 クリ粉末を得ここれを用いて

次の如 き抗原を作つπ 。

9抗 原 … 上記 ク リ粉末 を10倍 量 の生理的食盟禾に よつて浸出 し尤液(弱 酸性 、

塩化第二鐵 に対し 青色を呈 し、蛋白反応 は ない)。.

h航 原.:9抗 原 を同量の正常家兎血清で飽和吸収 した液。

i抗.原:上 語 クリ粉末を10倍 量の0.1%NaOH液(生 理的食塩水 を以}(調 製)

で浸出"Lnva(反応 車性 、塩化 第二鍮 こより青色を呈し 蛋白含有度o.3%)

ブ 抗 原:∫ 抗原を同量の正常家兎血清に よつて飽和吸収 し完液。

沈降試eq-一一一前記實験4に 於ける と全 く同様の方法により、以上4縄 の抗原が抗

クソ血清及び抗「クリ+タ ンニン」血清 に対する 沈降反応 を検 した。

試験成績一 「今その實験結果を観ると(第9表 参照)

9抗 原は抗 クリ血清及び抗「ク リ+タ ンニ ン」血清に樹 して第8號 液迄反応した が・



正常血清 に対し ても同程度に僑沈降反応 を示 し、h抗 厚は雨抗血清及び 正常血清に

対して何れ も反応 は陰性であつた 。

第.9表 豫めタンニンを作用せしめveク リ粉末にて調製せ る抗原の沈降反応 度

i抗 原及び ノ抗原は、抗 クリ血清に対し ては第7號 液迄、 抗1ク リ+タ ンニン」血

清 とは第9號 液迄反応した 。但 しi抗 原は正常血清に対し て も第4號 液迄反応 を示

したので ある。

以上の結果 より観る と、9抗 原及びh抗 原に於て眞正沈降反応 を認 め得 ないのは、

グ リ粉末内の 可溶性蛋白が タンニ ンにより悉 く凝固 されている爲に生理的食塩水 に

より蛋 白うミ浸出 されなかつ〕た結果 其の浸出液中にクリ蛋 白を敏 ぐnめ の 當然の結果

と解せ られ るが、 ゴ抗原及び ブ抗原に於て、 抗血清 と反応は呈 して もタンニン酸 を

作用せ しめないクリ粉末の0.1%NaOH浸 出液 の示す反応よりdev・ 事實は 矢張 り溶

液内の若干のタンニン酸が沈降反応 の出現 を妨げπ結果に外 ならないのである。,

(2)卵白 免疫血清による實騨

以 上 乏リ免疫血清による 實験結果 を更に前記 の實験に於て得た 卵白免疫血清 に封

しても確める 目的で ①卵白溶液にタ ンニ ン酸 を各種め 程度に伽 えた液、 ②豫めタン



ニン酸 を充分作用せしめπ卵白 を用 いて浸出レπ液 を夫 々抗原 として重暦した 場

合の沈降反応 を検 した。

6、 卵白に各種濃度のタ ンニン酸液 を加えて抗原 とした 場合。

抗 原 新鮮卵白各3cc宛 に日本藥局方 タンニン酸の0.3%、3%及 び5%溶

液(生 理的食塩水 にて調製)を 夫々30cc宛 を加え、 之等 を一夜氷室内 に置tpて 充分

作用せしめた後更に其 の各 々に10%NaOB二 液(生 理的食塩水 で調製)1乃 至2滴 を

落 して溶液 を中姓 にする と共 に 一旦凝固 した卵白蛋白 を 再び溶解量 しめπ液を抗原

液 とした。但 しこの際添加す るタンニ ン酸液 の 濃度が増すほ ど溶液内の蛋貞凝固度 ノ

は大であるのみな らず アルカ リを加えて も溶解 しない 凝固蛋白 量が増加 した。故に

これ らの アノンカ リ不溶物質 を遠心分離により除去 した 透明液 を原液 として用いた。

從りてタンニン酸添加量 により各抗原液 内の溶存卵蛋白量を異にし、即ち、

(・抗原即 ちQ・3%タ ンニ ン酸液 を 作用せ しめた液に於ては その溶存卵奪白含有量

は0.5%で あるが、

β抗原即ち3%ダ ンニン酸溶液を作用せ しめた液に於ては 溶存蛋白量0.06%、 又
砺 、

γ抗原即 ち5%タ ンニン酸液を作用せ しめた液に於ては更 に少 く0.03%で あつn。

尚これ らの液喧何れ も暗褐色中性 を示 し盟化第二鐵 により青色を呈 した。

尚又 α航 原、β抗原及 ア抗原を各 々同量の正常家兎血清で飽和吸収 せしめ これら

を夫 々 α'抗原、βノ抗原及び 〆抗原 として試験 に供 したのである。

沈降試Wt-一一一以上6種 の抗原液 を生理的食塩水 で倍数稀繹を行つて6列 の試験液

を作.り、 これ らを抗卵白 血清、 拉「卵白+0・3%タ ンニ ン酸 」血清 及び抗「卵白+3%

タンニ ン酸」血清 に 重雇した ときの 沈降反応 を前同様 にして検 した。但 しこの際各.

抗原の稀繹液に次の如 き番號 を附し、反応 度の比較 は抗原重層後2時 間後に於ける



反応の顯れ得る最大限度 の稀繹番號数に由つπ。

尚野照 として・正常血清 に各試験液 を重暦 した場合及び各抗血清 に生理的食盤氷を

重層 した場合の反応 を も検 した。尚又 この場合各抗血清の 沈降素便の検定 をなし、

これにより 實験結果の修正 を行 つ旋。即 ち沈降素便51200な る血清を標準血清 とじ、

か ゝる血清を以て した實験結果は修正を要 しないが、その沈降素償102400な る血清

を以 てした 實験結果は一階段だけ減少せしめ尤ので ある。

試験成績一 今斯 くして得nる 實験結果 を観 ると(第10表)、

第10表 卵白にタンニン酸液 を加へた抗原の沈降反応 度

主 常卵白 溶 液 とば第12號 液(蛋白 含量0.00025%)迄反応 した抗 血清 が、0.3%タ ンF

ニ ン酸 液 を作 用 せ しめた抗原 液に対し ては第11號 液(蛋白 含 量0 .0005%)迄 、3%タ

ソニ ン酸 液 を作 用せ しめた抗原 液 に対し て は第10號 液(蛋白 含量0001%)迄 、又5%

タンニン酸液 を作用せしめた銑 原液に対し ては第9號 液(蛋 白含量O.002%)迄反応 を



示 し、抗原液の含有するタンニ ン酸量が 大なるほ ど抗血清に対する 沈降反応 が低下

することが明かに示 されて居 り、 抗原液内のタンニン質に より明かに試験管内抗原

性が阻害 された事實が示 されてい る。
}

ロ、豫めタンニン酸 を充分作用せしめた卵白 より浸 出した液を抗原とした場合'

抗原一 新鮮卵白30ccに 日本藥局方 タンニ ン酸の25%液20ccを 加へて卵白 を

完全 に凝固せ しめた後 三書夜間氷室内に置 きタンニ ン酸が卵白 に充分作即するのを

待 ち、これを吸引デシケー タ・一で乾燥せ しめ、淡黄の乾燥卵 白粉末を得 た。

尚対照 として新鮮卵白30ccを 吸引デシケーター内で 乾燥せしめ 白色卵白 粉 末を

得た。而 して次の種の抗原を調製 して試験 に供 したξ

δ 抗 原:タ ンニ ン酸 を作用せ しめた卵白 粉末0.59に 生理的食塩水5ccを 加

え・時 々振塗 しつ ゝ3時 間浸 出した後遠心分離 した上澄液(反応 中性、透明、蛋白 反

慮はない)を 同量の正常血清で飽浦吸収 せ しめた液。

ε 抗 原:タ ンニ ン酸を作用せ しめた卵白 粉末 α59に0 .33%NaOH(生 理的食

璽水で調製)5ccを 加へ・3時 間浸出後醋酸 により中性にして遠心分離 した上澄液

(反応 中性 、黄色透明、卵白 蛋含有度0.5%)を 同量 の正常血清 によつて 飽和吸収 ぜ

しめた液。

η 抗 ・原:タ ンニ ンを作用せしめぎる乾燦卵 白粉末0.59に5ccの 生理的食盤

水 を加え3時 間浸出遠心 分離 した上澄液(白 色透明、反応 中性、蛋白 含量0.55%)を

得 これ に生理的食塩水 数滴 を加 えてその蛋 白含有量0.5%に なる様 にし、 更にこれ

に同量の正常血清 を加えて飽和吸収 せ しめた液。

"抗 原:タ ンニ
,ンを作用せ しめるが乾燥卵白 粉末O・59に5ccの0.33%NaOH

(理 的食塩水 で調製)を 加え、3時 間浸出 を行つ海後醋酸 で中性 にし、 遠心分離した

上澄液(反応 中性、糞臼含量0.¢%)を 得 、 これに生理的食塩水 数滴を加えてその蛋白

含有度O・5e/・になるようにした後 更に 之に同量の正常血清を加えて 飽和吸収 せ しめ

ブa液。

沈降試wa-一 一一L]上4種 の抗原 を生理的食塩水 で逐次2倍 に稀 め、これ らを抗「卵白

+O・3%タ ンニ ン酸」血清、 抗「卵白+3%タンニン 酸」血清及抗卵白血清 に重層した 場



合の沈降反応 を 前記實験「イ」に於 ける と 同様の方法により検した 。即ちこの際各抗

原液の稀繹液9翻 及び その各稀繰 の即蛋白 含量 は 實験「イ」に於 けると全 く同様

で ある と共 に抗血清は沈降素便51200で あるものを標準 として 血清便 による實験結

果の修正 を行 つたのである.

試験成績 今以上の試験成績 を観る と(第1i表参照)。

δ抗原は、抗血清に封 レて全然反応 しない。

℃ 抗原は抗血清に封 じ反応 は して もその程度は正常卵白溶液の 場合に比 して弱 く

第1G號 液(卵 蛋 白含量0.00!%)ま で反応 を呈 し。

η抗原及びti抗 原は正常卵白 溶液 と同程度即 ち第12號 液(卵蛋白 含量0・00025%)

まで反応した 。

第11表 豫 めタンニ ン酸 を作用ぜし めn卵 白で調製した 抗原液の沈降反応 度

δ抗原の反応 が全 く陰性で あるのは タンニン酸 により卵 白が 悉 く凝固 され 不溶性



となつブど結果 その食塩水 浸出液中には 卵蛋白 は全 く溶存 しない理であつて、從つて

その反応 が陰性であるのは當然の結果であるが、η抗原及び θ抗原の反応 度が正常

卵 白溶液に比 して 毫 も劣 らないにも拘 らず ε抗原の反応 度 が著 しく弱 い事實は、該

抗原液内の タンニ ン質 の悪影響 に基因することを示す ものである。

以上抗 ク リ血清及び 抗卵白血清 を以 て、抗原渡内の タンニ ンが試験 管内に於ける

沈降反応 の出現に及ぼす影響につ いて 試験 しだ 結果 を緬括すれば、

① 抗原液 にタンニ ンを添加する ときは 抗原蛋白が悉 く凝固沈澱す るπ め抗原の

試験管内抗原性は全 く清失 される事實。

② 一旦 タンニンの添加によ り溶存 蛋白を悉 く凝固せ しめ控 抗原液に直接強 アノン

カ リを加え 溶液の反応 を中性にす ると共 に 凝固蛋白 を再 び溶解せ しめπ液は沈降反

鷹力が明かに減 弱 され ているにも拘 らず、抗原液 よリタン ニンに よ、る凝 固蛋白 のみ

を別に取出 して これをアノンカ リにより溶解せ しめた渡ほ その沈降反応 力は 毫 も減弱一

されない事實。

・③ 豫 めタンニンを充分作用せ しめた材料 よ り蛋白 を浸出した 抗原液は 溶存蛋白

を検 出 し得 ない と共 に試験 管内抗原性 を全 く鉄 ぐ事實。

④ 豫めタンニンを充分作用せ しめπ(抗 原蛋白 浸出用の爲)材 料を アノンカ リで浸

出 した抗原液はタンニ ンのみな らず 蛋 白をも溶存 し從つて 沈降反応 力を有するがそ

の慮力は明かに減弱 している事實。

等が認められ、これ らの諸事實 は、活性 タンニン質が抗原液に溶存す るときは、こ

のために抗原蛋白 の試験管内抗原性が阻害 される事實を立謹 する ものである。

3)タンニン 質除去の化躯的虚理が抗原性に及ぼす影響

以上実験2)の 結果に よ9、 タンニン質は 抗原蛋 白O生 体内抗原性 には 何等悪影

響 を及ぼ さないが 、 その試験管内抗原性には 或 る程度悪影響を及ぼす ことが明かに

されカ。

されば先に推察 した様 に、Quercas馬 種子浸出液 による 免疫反応 を認め得 ないの



は、その蛋白 自體が 非抗原性で ある事に因る ものではなく その含有する多量のタン

ニン質の悪影響に因る ものであると假定すれば、 その タンニ ン質の 悪影響 は上記の

實験結果に より、生體 内に於ける抗原蛋白 の 免疫體生産作用に 顯はれるものではな

く・試験管内に於ける 免疫反応 の出現に顯 はれ るべ きことが 明かである。故にこの

タンニン質の試験管内抗原性に及ぼす悪影響 を除去 し得ればQaerczts圏 種子浸出液

による沈降反応 の 出現 も可能 となる理 である。而 してこの タンニン質の 試駿管内抗

原性に及ぼす悪影響 を 除去する方法 としては、抗原浸出材料 中のタンニ ンを 完全に

除去 し去 るか 又は澤出材料中 より抗原蛋白のみを純梓に取出 しこれを以て 抗原液 を

調製するかの 二法に依 る外はないのである。

蝕に於て著者は化學的藥剤に より蛋白 浸出材料 中の タンニンを 可及的完全に除去

した後蛋 白浸出を行つた液及び化學的虚理により浸出材料 中の蛋白 を純梓に取出 し、

これ を以て調製した 溶液を夫 々抗原 とし力 場合 の試験管内に於ける反応 の出現状況

を調べ ることに した。

a・ 化學的 タンニン浸出操作を繰返 しve材料 による抗原の試験管内抗原性

實験 多)に 於て調製 した様に 豫めタンニンを充分作用せ しめ疫 ク リ粉末 及び同卵

自粉 末(こ れ らよ りせる蛋白 浸出液は明かに試験管内抗原性 を有する)を 材料 と し、ダ

とニン浸出藥剤により充分 タンニン浸出を 繰返 し行つた後 これを用い て抗原 液を調

製 し、これらの抗血清 に対する 沈降反応 を検した 。

抗 原一 豫 めQZterCZtSタ ンニンを充分作用せ しめた上記 のク リ粉末及び卵蛋白

粉末〔實験2)b,(1)の ・及同(2)の ロ参照〕を材料 とし、Soxlet抽 出装置 を使用 し、

醋酸工ー テル及びエー テルに より各10時 間寵継続 してタンニン 浸出を行い、浸出藥

液が聾化第二鐵により殆んど 着色 しないようになつだ後、 これ らの粉末を 抽 出器 よ

り取出 し、扇風機 により浸 出藥剤 を 完全に揮登せ しめπ後、これ らを用いで 生理的

食塩 水及び0・1%NaOH液(生 理的食塩 水によつて調製)に よる浸出液を調製 し、之

等の紬 清に対する反応 を検 し禿。

クリ抗原1:醋酸 工ー テルに よリタンニン浸出壷行 つた クリ粉末29を10倍 の

生理的食塩水 で 浸出した液(塩化 第二鐵 により稽 々青色を呈すると 共に 蛋 白反応 は



ない)。

ク」]抗原II:同 上ク リ粉末29を10倍 の0.1%NaOH液 に よつて浸出 した液。

(瞳 化第二鐵に より稽々青色を呈 し、蛋白 含有度0.3%)。

クリ抗原III:エー テルに より タンニ ン浸出を行つた ク%粉 末29を10倍 の生理

的食塩水 に よつて浸出 した液(盤 化第二鐵 により精 々青色を呈 し、蛋白反応 はない。)
'

クリ抗原IV:同 上 クリ粉末29を10倍 量の0.1%NaOH液 で浸 出 した液。(盤

化第二鐵に より稽 々青 色を呈 し、蛋 白含量0β%)。

卵白抗原1:醋酸エーテル によリタンニ ン浸 出を行つve卵 白粉末D・59を10ccの

生理的食塩水 によつて浸 出した 液(盤 化第二鐵に より青色 を呈 し、蛋白反応 はない。)

卵白抗原11:同 上卵白 粉 末0.59を!0ccの0.1%NaOH液 で浸出 した液(盤 化

・第二鐵 により稽々青色を呈 し・蛋白 含量0・25%)・

卵白抗原 Ⅲ:エーテル によリタンニン浸出を行 つた卵白 粉末0.5gに10ccの 生

理的食塩水 で浸出 した液(盤 化第二鐵により稽 々青色を呈 し、蛋白 域懸陰性)。

卵白抗原IV:・ 同上卵官'粉末0.59を10ccのO,1%NaOH液 で浸 出 した液(臨 化

第二鐵 により稽 々青色 を呈 し、蛋白 含量0.25%)。

以上の諸抗原液は使用に際 して 同量の正常家兎血清 により飽和吸収 せ しめだ後試

験 に供するこ ととし、且つ0.1%NaOH液 で浸出 した液は 何れ も反応 は微 アノゾヵ リ

性で あざので正常血清に よる吸収 前に稀醋酸 に より中性 に しカ。

沈降試験 上記 の諸抗原 は各其の ⑩ 倍浸出液を基準液 とし、・各種 クリ抗原は實

瞼2)b,(!ノ の ・に於けるク リ抗原 の稀繹法 と、又各種卵白抗原は實験2)b,(2)の ロ

に於ける卵白 抗原の稀繹法 と全 く同様 な方法に より稀繹液 を調製 し(但 しこの場合本

實験に於ける卵白 抗原は20倍 液が原液 とな り、又 クリ抗原液の20倍 液及び卵 白抗

原液 の40倍 液は正常家兎血清 により稀繹 されるので實際の稀繹に際 しては、ク リ抗

原液では40暗 液 ・卵白 抗原液では80倍 液 より稀繹することに し牟)・ これ らを夫 々

抗 ク リ血清及び 抗卵白血清 に重層 した場合 の 沈降反応 を検 した。而 して實験溝果は

,前記實験2)に 於けると同様 の方法に より、各抗血清 の血清便 による修正を行つveの

は勿論である。



尚 この場合 各抗原液を正常血清 に重ねた場合 叉生理的食塩水(の 稀繹液)を 各抗血

清 に重ねた場合の反応 は全 く陰 性である事 を認 めた。'

試験成績一一一一P」上の實験 成績を観る2(第12表 及 び第13表 参照)、 タンニン浸出

の化學処理 を繰返した 材料を以て 調製 した抗原思液 と錐 も、 生理葡食塩水 によ り浸

出調製 した ものは何れ も 沈降反応 は全 く陰性であつて 試験管内抗原性を歓 ぐことを

示 した。 これは これ らQ抗 原液が塩化 第 鐵により 尚青色を呈す る事實 より観て・

タン『ン浸出藥刺 による10時 間継続 浸出 も材料中のタンニンを完全に除去するに至

らず尚相當量 のタンニンが ク リ及び 卵 白粉末に残る事が知 られ 、 そのために生理的

食塩水により蛋白質が浸出 されなかつπ結果 と解 さ処る。

然 るに尚 アノレヵ リに より浸出 し控 抗原液に於 ては 、 各その抗血清 と藥劇 によるタ

ンn'ン 浸出を行わない場合 〔實」瞼2)b(1)一 ロ及同(2)一一ロ〕と同程度に反応 し、即 ち

ク リ抗原は抗「ク リ+タ ンニン」血清 と第9號 液まで、抗 クリ血清 とは第7號 液まで

反応し且つ卵 白抗原 は各種0抗 卵白血清 と第10號 液まで反応 しve。

即 ち以毒の結果は要するに、 化學的処理 に よる 抗原調製材料中のタンニン分の完

第12表 化學 的タン・Fン浸出虚理を繰返 したるクリを以て調製 ζる



第13表 化學的 タンニン浸出虚理 を繰返 しfaる卵白 を以て調製せる

全除去は至難であるのみならず その浸出虚理 に因る.抗原液内のタ ンニン減少はその

試験管内抗原性に 何等好影響 宮及 ぼす ことな く且つ醋酸エーテル 叉は土一 テノレによ

る長時間の化學虚理は毫 も試験管内抗原性を害する もので もないことを示 している。

、獄 化學的操作に より純 梓に取出 した蛋白 の試験管 内抗原性

實験2)に 於て調製 した、豫 めタシニンを充分作用せ しめ尤 ク リ粉 末及び卵白粉 末

を材料 として、 次の如 き各種の化學的処理 に よウ蛋白の純牌分離 を行 い、 これ らを

以 て抗原液 を調製 し、その試験管内抗原性 を調ミた 。・

(1)蛋 白分離法及び抗原液調製法

イ)、塩酸 による蛋白 の反復沈澱に よる場合

・豫 めタンニンを充分作用せ しめた クリ及び卵白粉末〔実験2)b、(1)、 ロ及び同(2)

ロに於て調製〕各59宛 に各その10倍 量の0.2%NaOH液(生 理的食塩水 にて調製)を



加え一 夜氷 室 内に於 て 充分 浸 出 を行つn後 これ を濾過 し、その 濾液 に α5%HCIを

加え て溶存蛋白 を悉 く沈澱 せ しめ、 遠 心分 離 に よ り蛋白 沈澱 の み を集 め、 これを 更

に0.2%Na〈)H液50ccに よ り完 全 に溶解 せ しめた 後0,5%HCIを 加 え て再 び蛋 白 を

沈 澱せ しめ遠心 分離 に よ り蛋白 の み を分離 し、斯 くす る こ と10回 に して アル カ リ溶

液 の タ ンニ ン反礁 を認 め得 ない迄 に至 り、 タ ンニ シを含 まない を リ及 び卵白 の蛋白

沈澱 を得 、 これ らを再 び 前記b)0.2%NaCH液 の各50ccに 溶 解 せ しめ、醋酸 に よ り

溶 液 の反応 を中性 に して夫 々「ク リ蛋白 液1」 及び 「卵 白液Ijを 得n。 而 して これ らの

両液 は共 に無色 で 盤化 第 二鐵 に よる タンニ ン反応 も認 め られ ず、・且 その蛋白 含有 度

は「ク リ蛋白 液1」 に於 て は0.3%、 「卵白 液1」 に於 て は0,5%で あつ7e。

・);ピ ク リン酸 に よ り蛋白 を沈澱 せ しめ、 エー テノンに よ9ピ ク リン酸 を除去

した場 合

豫幽 ンニンを充分岬 せしめたクリ粉末及び卵醐 末各59宛 略 その1G騒

の0・2%NaOH擁 を加え一 夜氷 室 内 に於 て浸 出 を行 つ 為 後 これ を濾過 しそ の濾液 に

エスバツハ氏 試藥 を加 え て蛋白 を悉 く沈澱 せ しめ、 遠心 分離 に よ り蛋 白沈澱 の み を

集 め これ をSox憶 の液 艦浸 出装 置 に入れ 、0.5%HCIを 加え て 言ク リン酸 を溶解 せ し

めた後エーテル でHCI溶 液 の ピク リン酸 に よる着 色 が完 全 に取 れ る迄浸 出を纏 け、

濾過 に よ り蛋白 の沈澱 の み を集 め これ を 生 理 的食魎 水 で調 製 し720.2%Na()II液 のべ

50ごcに よつて 溶解 せ しめ、 更に醋酸 に よ りこれ らの反応 を中性 に しブe後、遠心 分離

に より各 その 上澄 液 を得 、 之等 を夫 々「ク ワ蛋 白液iU及 び「卵白 液 Ⅱ」と しだ 。 但 し

こ の際溶 液 は無 色で あつ て タ ンニ ンの反応 を認汐 な いが アノンカ リに よ り溶 解 され な

い蛋白 沈澱 を生 じ從 つて これ ら 雨 液 の抗原蛋白 含有 度 は減 じ、 即 ち「ク ソ蛋白 液II」

の ク リ蛋白 含 有度 はO・15%、 「卵白 液Il」 の卵蛋 白含 有 度は0・3%で あつ た。

ハ)・ ピぞ リン酸 に よ り蛋白 を沈 澱 せ じめ・透 析 に よリ ピ ク リン酸 を 除 去 しだ

場合

豫 め タンニ ンを作用 せ しめた ク リ粉 末及 び卵 白粉 末各59に 各 々其10倍 量 の0.2%

NaOH液 を加 え一夜氷 室 内で 浸 出 を し7Pa後 これ を濾過 し、 濾 液に エ スバ ツハ氏 試藥

を加 え て蛋 白を悉 く 沈澱 せ しめ}遠 心 分離 に より 蛋 白の沈 澱 のみ を集 め、 これ らを



コ・ヂオ 老膜の 透析袋 に人れ 更に0 .5%ilClを 加えて ピクリン酸 を溶解せ しめ、一

夜透析 によりピクリン酸分を完全 に除去 した後 濾過によ り塩酸沈澱 を集め、 生理的

食塩水で調製 し穴0.2%NaOH液 各50ccに 溶解せ しめ、醋酸 によ り反応を中性に し

力後遠心分離 によ9各 々 其の上澄液を得 て、 これ らを夫 々「ク リ蛋白 液 Ⅲ」及び1卵

白液 Ⅲ」とした。 但 しこの際 もアル カ リ液に溶解 され ない塩酸 を生 じ各液の塩酸 含

有度は前者に於 ては0.2%、 後者 に於 ては0.3%で あつブz。

(2)沈 降試験 法及び其の成績

以上三種 の化學的操作により得faク リ及び卵白9)塩酸 液(約10倍 溶液)を 夫 々原液

とし、 これ らを基準 と して グリ蛋白 液に於ては實験2)q.(D、vに 於ける と、又卵

自塩酸 液は実験2)b・(2)ロ に於けると 各 々同様の方法匹 より生理的食蜷水 によ葛,

稀繹液を調製 した。但 しこの際各原液共同量の 正常家兎血清により飽和吸収 を行つ

たので生理的食塩水 による稀繹は各其の40倍 液 よりな した のである。

斯 うして得控各種 クリ梶原液は 各種の抗 クリ血清にボ 又各種卵 白抗原液は各種の

抗卵白血清に 夫 々重暦 レ実験2)に 於ける と全 く同様の方法に より沈降反応 を検 し

た。・

然 るに その結果 は何 れの抗原液 に於て も沈降反応 は全 く陰性であつn(第14表 及

一 第14表 化學的操作により純輝に分離 したる クリ蛋白 液の沈降反応 度



び第15表 参照)(,

以 上の結 果 を翻 る と、實験2)、bA,;v及 び同t .2},・ に於 て寵瞼 しfeecに 、豫 め

タ ンニ ンを充分 作用 せ しめた ク リ粉 末 及び 卵 白粉 末 のアル カ リ浸 出液 は 何 れ も抗盒

清 と強い 沈 降反応 を 旱 する に も拘 らず 、上記 の化 學 的操 作 に よ9純 檸 に取 出 した蛋

自の アノンカ リ溶 液 が全 く 沈 降反応 力 を有 しない事 實 は、取 り 竜直 さず 上記 の化 學 的

操 作 が抗 原蛋白 に変質 を來 し 其 等 の抗血 清 に対する 沈 降反応 力 を 消失 せ しめ るに至

つ た ことを示すも ので あ る。

第15表 化學的操作に より純粋 に分離 した卵白 液の沈降反応 度

以上本実験 の結果 を繕括する と、 化學的 タンニン浸出虚理 による抗原液浸出用材

料中の タンニ ン除去操作は 抗原蛋 白の試験 管内抗原性に 好悪何れの影響 も及ぼ さず

且つ含 タンニ ン材料 中より蛋白を純檸 に取出す 化學的操作は蛋白を変質 させて 其の

試験管内抗原性を全 く喪失せ しめる ことが結論 され 、從つ て斯 かる 方法 によリタン



ニ ン質 の試験管内抗原性 に及ぼす悪影響の除去 の困難 なことと共 にQ・tercbts属 種子

浸出液に甥 し抗原性 を意起 せ しめるこ との不可能なZと が知 られる。
'4)捜 芽処理 による種子蛋 白質の抗原性賦與

以 上實験2>の に より、タンニンは少 くとも生艦内抗原性 に対し ては明かに抑制的

影響 を及ぼ さず、又試験 管内抗原性に野 しては明かに抑制的影響 を及ぼす とはいえ、

反応の出現 を全然妨害す るもの ではな くて、 タンニ ンの存 存の下に於 ても 浸出液内

に抗原蛋白 が溶存す るときは明かに沈降反応 を起す事實 を知つカ。

而 して實験3)の 結果に よつて化學的操伶に より抗原蛋白 の試験管内抗原性 に及ぼ

す タンニン質の悪影響 を除去することは不可能であろとい う事實を も知 り得 た。

然 るに実験1)の 結果が示す様に、Qfee;'cz'siaj子の生理的食塩水 及び アル カ ヲ液に

よる浸出液ぽ明かに 可溶性 蛋白を含有す るにも拘 らず 該浸出液によつて免疫 した動

物」血清 と何等沈降反礁を呈 じ瞭 い 事實を見れば、QZt・ercets薦の休眠種子は蛋白 質 に

よる血清學的研究には不適當な もの と考えちれる。

されば斯様 に,Q縦 α`c蜘 種子蛋白 が抗原性を敏 ぐ理 由は果 して如何であろうか。

それは實験1)に 於て示 されている様に該蛋白は化學的に頗 る安定であるか ら血清化

學的に も 元來頗 る安定であつて 生活細胞の免疫艦構 成作用 に關與 し得なvo事 に因る

ものと 解 される。故 に今斯かる蛋 白を して血清化學的 にlabiieな ものに変形 ぜ しめ

る ことを得れば抗原性 を獲得するに至るのではない{かと推察 される。

而 して種子蛋白 をよりlabileなも のに変形 せ しめるには、化學藥品又は人工的に
≠ 。t

蛋白分解酵素を作用 させ ろことによつても 可能で あら うが、 斯かる化學的虜理は不

自然 であつて、實験3)の 結果 より観て蛋 白質の種麗特異性 を変質 せ しめる虞れがあ

るので賞用するに足 らない 方法ゼある'。故に若 し生物的自然現象に.Xり 種子蛋白 を

軟化せ しめることが出來れば最 も好都合である筈である。

茲に於 て著者は 休眠種子の発芽 の際に於ける 種子蛋白 質の溶解韓流の生物現象 に

思いつ き、 種子を休眠 より覚醒 せ しめることによ り或程度蛋 白質軟化 の目的 を達 し

得 るのではないか と推察 したので ある。

即 ち著者は以上の様な想定の下に、豫 めQz.tezcus属 種子を人工的 に甲析せ しめた



後 これを材料 として蛋白 浸出 を孜した 液を以て免疫実験 を行 うこと ＼した。

a.実験 材料及び注射液調製法

前年度に成熟 した新鮮 コナ ラ(Q.Serrata)種 子 を材料 とし、その発芽 させるため

に種皮 に傷を付けた後 ポツ トに播績 し温室内に置い て毎 月適度に灌水 し、発芽 後幼

根が辛 うじて種皮外に析出 したときこれを探 り集め、水 洗 して種皮を除 き、 清毒の

目的で アル コール を以て 種實を一粒宛 よく球 き・ ナ イフを用曜て細 く刻み滅菌乳鉢

で摺 り潰 し、これ に約5倍 量の醋酸エーテル を加えて2-3時 間 タンニンの浸出を行

つた後、醋酸エーテル を除玄 し、更に扇風機により 完全に醋酸エーテル 分を揮嚢 せ

しあて、黄褐色の粉末を得 、これを滅菌した 褐色瓶 内に貯え蛋白 浸出材料に供 した。

而 して この粉末を以て、生理 的食塩水 及び 弱 アルカリに よる 二種の侵 田液を調製 し

免疫 に供 した。,

即 ち生理的食塩水 浸出液は 上記の種子粉末69を 滅菌乳鉢 内に取b、 これに滅菌
G

生理的食蜷水30ccを 少 しつつ注加 しつゝ よ'く摺b .潰し全量 を入れた後3時 間室内

に静置 し、'これを ヱ分間2000回転 ¢)速度で3分 間遠心分離する ことにより粉末の残

澤 と、微粒子の浮游 しだ 淡褐1色の懸濁液 との二部に分離 し、 その上部 の懸濁液 を注

射用に供 した。但 し該液は酸性であるので注射に際 し1%NaOH液 数滴 により中性

に した。

又 ア7vカ リ浸出液は 上記の種子粉末を滅菌フ ラスコに取 り こUに 滅菌した0・3%

NaOH液(生 理的食塩水 で調製)3`}ccを 加え、 時々振鍛 しつ・＼3時 間室内に翻置 し

た後、 これを1分 聞2000回転 の速度 で3分 間遠心分離す ることにより、種子粉末の

窺澤 と微粒子の俘游 した 暗褐色の懸濁液 との二部に分離 し、 その上部の懸濁液を酷

酸によつて中和 して注射に供した 。

b.菟 疫 法

重量2kg内 外の健全な家兎6匹 を用意 し、3匹 宛二組に分 ち、一組は食塩水 浸出

液に よる免疫 に他 の一組は アルカリ浸出液に よる免疫に供 し尤。

即 ち前記の如 き調製法による浸出液 を注射 の都度新 しく調製 し、これを370Cに 温

めて、耳静賑に2日お きに5回 注射を纏纏 した。注射量は初回は、3cc回 を重ねて



3回 毎に1q苑 増量 しカ。最後の注射 日より第3日 目より毎 日試験探血 をなし沈降

素 贋を調べ た所、3臼 目より既に最大値を示 し、 第5日 目には梢 々低下する傾向を

認めブ2ので、第5臼 目に直ちに 全探血 をな し常法により血清 の分離をな し56。Cに

30分 間保つて非動化 し、石炭酸を加え、褐色 アイプ・一レンに入れ て保存した 。

但 しこの際食購水浸出液及びアルカリ 浸出液共 に 注射後使用 耳艀脈 が固化 した爲

に同一謬脈に繰返 し注射 を行 うことが困難であつ控が、 その程度は アノンカリ浸出液

の場合が食鞭水浸出液の 場合 よρ も甚 しかつ た。而 して何れの場合 も注射直後は呼

吸困難を起 し、且つ免疫期間中免疫動物の艦重の減少を見ブZ。

c、 沈 降 試 鹸

ヒ記試験 採血に於て両 種 の免疫血清共明かに 沈降素が生産 されて居る事を認めた

ので筒これを詳細に調べ る目的で次の如 き沈降試験 を行つた。

(ユ)抗 原

注射液調製に於 ける と全 く同様 な方法で 甲析 コナ ラ種子の5培 生理的食塩水 浸出

液及び5倍アルカリ 浸 出液を調製すると共に、両 比較 の目的で発芽処理 を行わなv

体眠 コナ ラ種 子を用い、前者 と全 く同様に してその5倍 生理的食塩水 浸出液及び5倍

アルカ リ浸出液を調製 して試験 液に供 した。

而 して是等試験液の蛋白 含有度をAufrechLのAlbumimeterに より機 した所、甲析

種子及び休眠績子 の アノンカ リ浸出液は夫 々O.IS%及010.15%を 示 したぷ、両 種子の

生理的食塩水 浸出液に 於 ては 僅かに その痕跡 を示すに 過 ぎなかつたので、Mikro-

kielJail装 置を用いi"'arns'tfin氏 法 によ り各 々その純蛋白 質を 定量 した所、 前者

0。050%、 後者e.075%の 含有度を示 した。

尚試験に供するに際 し、生理的食塩水 浸出液の酸性は1%NaOH液 に よって、 又 一

一アル カリ浸出液の塩基性 は醋酸 を用いて 夫 々中和せ しめる と共に、各同量の正常家

兎血清に より飽和吸収 した後、 これ らを生理的食塩水 で逐次2倍 に稀め各一列 の稀

繹液を作つた。

(2)沈 降試験 法及び試験成績

以上4種 の抗原稀繹液を夫 々抗 ーコナラ生理食塩水 液」血清 及び抗「コナ ラアノンカ リ



浸出液」血清 に重層 しRingprobeに より沈降反応 を検 した。 この際各試験 液の稀繹

液に次 の如 き番號 を附 し、反応 度の比較は試験液重層後4時 間後に於ける反応 の顯

われ得 る 最大限度の稀繹度番號数に山るこ とに し悦。但 し対照 として 正常血清に各

試験液1を重暦 し控場合及び 生理的食塩水 を抗血清 に重暦 した 場合の反応 をも検 しfe

のである。

尚 この場合 、各浸脚液の蛋 白含有度を異 にするので蛋白 含有度0.075%乃 至0.038

%の 液を標準 とし、斯かる液 を以て した試験 成績は修正を要 しないが、 その含有度

0.0375乃 至CiO19%な る液を以 てした 試験成績は 之 を修正 して一階段だけ増加する

ことにした 。

(3)試 験成績

さて以 上の如 くして得た試験 成績 を見る と(第16表)こ

第16表 甲析 コナラ種子浸出液に対する 免疫血溝の沈降反礁

抗「甲析 コナラ生理的食塩水 浸出液」血清ぽ、その免疫原π る「甲析 コナ ラ生理的食

盤水浸出液!と は第7號 液迄反応 したが、「甲析 コナ ラのアルカリ 浸出液」とは第5號

液迄反応 レ、



抗「甲析 コナ ラアルカ リ浸出液」血清は 、その免疫原控 る「甲析 コナ ラの アノレカ ヲ浸出

液」とは第3號 液迄 しか反応 せず叉「甲析 コナ ラの食塩水 浸出液」とは全 く反応 を示 さ

なかつブZ。

尚比較のた め休眠ヨナ ラの生理的食塩水 浸出液 及び アル ヵジ浸出液 と ヒ記抗血清
。 頓ト

との反応 を見た と ころ、

生理的食塩水 浸出液は}抗 「甲析 コナ ラ生理的食塩水 浸 出液」血清 と第4號 液まで

反応し、抗「甲析 コォ ラアルカリ 浸 出液」血清 とは反礁せず 、又 ∫'

休眠 コナ ラのアルカリ 浸出液は、 抗「甲析 コナ ラ生理的食塩水 浸出液」血清 とはそ

の第3號 液まで反礁した が抗「甲析 コナラア7vカ リ浸出液」血清 とは第1號 液 まで反

慮した 。

以上の諸事實に より、甲析 コナ ラの 生理的食塩水 浸出液及び その アル カ リ浸出液

は、共 に生腱内抗原性を有 し沈降素 を生産するが、 その強さを異に し、食塩水 によ'

る浸出液がアルカリ による浸出液 よ りも生膿内抗原性の大 なう ことが示 され ている・

尚、休眠種子の生理的食塩水 浸出液及び 同 アノンカリ浸出液 竜弱度乍 ら 甲析 コナ ラ

に樹する免疫血清に対し 沈降反応 を呈する事實は、 休眠種子の浸出液が、生體 内抗

原性はこれ を鉄 くが、試験 管内抗原性は弱い乍 ら これを保有することを示す もの と

解 される。 魑 ・

而 して甲析 コナラ種 子及び休眠種子のアノレヵ リ浸 出塗ば抗[甲 析 コナ ラの食塩水 浸

出液]血 清及び抗「甲析 コナ ラアル カ ヲ浸出液」血溝の何れに対し て も反応 するセに対し

て、甲析鐘子及び 休眠種子の生理的食塩水 浸出液が 甲析 コナラの生理的食塩水 浸出

液に対する 免疫血清 に対し てのみ反応 し、その アノレヵリ鐸出液に対する 免疫血清 に

樹 しては反応 を呈 しない事實は免疫血清④特異性 に由摩するもの と解 される。

以 上之 を要するに、 本實験 によリコナ ラ休眠種子を発芽 せ しめる ことによ り種子

内蛋白 が生艦内抗原性 を獲得するに至ることが 明かに された鐸 やあり、 從つて蛮芽

虚理はQ欝 α4∫属種子蛋白 に抗原性 を賦與する一方法で南ることが結論 される。

5)襲 芽処理 の種子蛋 白の免疫原性 に対する 慧義

以上實験4)の 結果、Qbterc?・tS種子蛋白 は、所謂発芽処理 に より始 めて免疫原性を



獲得 し得 ることが明かに された が、然 らば斯 く発芽処理 がQuercztsの 種子蛋白を し 。

て抗艦生産 を可能な らしめπ原因は、果 して如何であ ろうか。 一

その主要原因 としては。 前記の如 く発芽現 象による 貯藏蛋 白の変形 も勿論考え ら
,ノ

れるが、 又発芽 現象による貯藏蛋 白の溶解の結果 可溶性蛋白 の増加が豫想 され、若

しこれが眞であれば この事實が抗體 生産に預つて力 あるべ きととも當然豫想 される

のである。

舷 に於 て著者は この間の消息を明かた しよ うと して、實験1)に 於 て休眠状態 に於

ける種子蛋白 質定量用に 使用 した クヌギ、 アペマキ、ナ ラギシワ及び コナ ラについ

て・その発芽処理 後に 於ける種子粉末内、及びその生理的食塩水 浸出液内の蛋白含

量を測定比較した 。即 ちMikr()-kjeldallの 装置を用v、1(jeldall法 により粗蛋白 質

を、Barnstein氏 法 によ り純蛋白 質を夫 々定量 し、そb発芽 前後 に於ける数億 を比較

i対照しve。 .・

その成績ぽ第17 .表の如 くで、この結果により次の諸事項が示 されている 。

.第17表QaerCttS属 種子 の発芽 前後に於ける種 子内及其生理的食塩水

浸出液内④蛋白含量の比較



① 、 種子内の粗蛋 白質及び純蛋白 質 の含量は、共に発芽処理 後に於ては処理 前に

於 けるよりも減少する。

② 、 種子 内の生理的食塩水 可溶蛋 白質含量 も亦発芽 後に於 ては発芽 前に比 して減

少する。

③ 、発芽 前後に於ける種子 内純蛋白 質 の減少率は、其6全 量に於けるよ りも、そ

の食塩水 可溶性蛋白 質量に於 て特に顯著である。

以上を要するに」 種子 内の粗蛋白 質 及び 純蛋白質は共 に発芽 後 に於て はその前に

於けるよりも減少することが示 されて居 り・ この事實は発芽 に 要するエ ネル ギー供

給に貯藏蛋 白が 消耗 され た當然 の結果 として、'他 一般植物種子 に於て汎 く見られ る

現象であるがぷ・、 生理的食塩水 可溶性蛋白 量 竜、 矢張 り発芽 開始後に於ては 休眠時

に於けるよりも減少する事實が示 されて居 り、 この事實は 前記の推察 に反 し、発芽

処理による種子蛋白 質の抗原性獲得ぱ決 して 畿芽虚理による食塩水 可溶性蛋白の増

加に由來するものでなvこ とを明かに示す ものである'。

されば発芽処理 により種子蛋白質が 抗原性 を獲得す るに至るのは 果 して何に由來

するのであろ うか。

それは前に推察 した如 く、発芽 現象 による蛋白 質 の変形 に由るの外は考え られな

い、 即 ち休眠種子の浸出液内には存在 しない 或物質が磯芽後の種子浸出液内に存在

し、併 もそれは発芽 に際 し蛋白 質の分解途 中に生 成 される 抗原性を有する或種の蛋

白質に相違 ないので ある。

種子の発芽 に際 し、 蛍自質が加水分解 して各種 のAmmoacids及 びPolypeptlde

に艦 することは周知の事實嫡 るが 、然 し銑 にAmi…amid迄 に分軌 π ものは

抗原性 を有 しない ことも一般 に知 られてい る事である。故 に発芽 種 子の 生理的食塵

水浸出液内の抗原性蛋 白は 、 種子蛋白 質の完全分解生 産物 ではな く、 其分解の極 く

v初期に於 て生成される所謂鍵形蛋 白質 てある筈で ある。實際に於 てOsbome氏 等は

種子発芽 時に蛋白 質が分解 してAmino化 合物 となる前に、 蛋 白質 自身の性質 が攣

化 され ることを實験 し、 氏等は大愛の壷芽の際其の主成分であるHordein,Edestin'

等が殆ん ど消滅 して 、Bynedestinと 構する普通のEdestinと は全 く性質 を異にす る



蛋白質を生 じ、 又Byr加 と稻するアルコ 一ル.可溶性の蛋白 質が生成 されることを登

見 しブ轡)。

さ・れば コナ ラ種子の発芽 の際に 生成 される変形 蛋白質の實膿が 何であるか と云 う

こ とは本研究に於ては 之を關明 し得ないが、 然 しそれが種子の壷芽に際 し、種子内

緬貯藏物蟹の転化 輔流が行われる 場合に於て 、 貯藏蛋 白質 が完全に分解 される前に

生成される或種の変形 蛋白質であることば上記Osborne氏 等の實験結果 に徴 して も

疑い得ない事實で ある。

而 して、 尚本研究により、'コナ ラの休眠種 子内の貯藏蛋白 質は生 耀内抗原性 を敏

ぐが、 休眠 より覧醒 して貯藏物質 の動員が開始 されるに從い 種子内に抗原性 を具え

る或蛋白質が生成 され る事實が 血清學的に謹明 されたと観るべ く、 且つこれに依 り

從來 の研究法である 休眠種子の生理的食塩水 或は アル カタ浸出液に よる免疫 を以て

しては、到底不可能であつ7eQOte1'cus蜀 種子、蛋 白による血清學的輿自質識別が本

研究 により始 めて可能 とな り、 從つて血清化學的蛋 白質識別ヒ 新研究法が賦與 され

た ことは注 目すべ き事實である。

著者は茲 に於て、 種子蛋白 質に よつて 免疫體 を生成せ しめん とする時種子 を、休

眠状態 より覚醒 ざ噺しめた後 使用する研究方法 を一般 に 「発芽虚理 に依る 抗原性賦與

法」又は軍に「発芽虚理法」IGerminatingMethod,keimungsve㎡ahren)と 稻する こ

とを提唱す るものである。即 ち本法ばQaerCUSの 如 くタンニン質 であつ て休眠状態

では抗原蛋白 を有 しない 種 子に樹 し抗原性を賦興せ しめる 一の方法であ り、忍一般

・脂肪質種 ≠の如 く休眠状態 に於て も抗原蛋白 を有す る種子に対し て も本法により一

暦其の抗原性 を増強せ しめる と共に、 その免疫反応 を 一層鏡敏 ならしめ得 ることが

期待 され る.

2本 實 験

以上豫鯖実験 に より、常態に於ては免疫艘 の生産能 を有 しないQitercus薦 種子蛋

自質 も発芽処理 によりこれに 抗原性を賦與せ しめ得るごとが明かにされπので、 本

法に よ9Q」tercuss樹 木の血清學的類縁關係を研究することにした 。



1)供 試 樹 種

日本 産QκerCitsの 類 縁 關係 のみ な らず 、 これ ら と=7vク ガ シ との類線 關係 を調 べ

多 目的 で次 の如 き樹 種 を實験 に供 した。

'免 疫 原 用 樹 種

ア ベ マ キ

コルクガ シ

コ ナ ラ

カ シ ワ

ア カ ガ シ 、

(Quercus  variibilis BL) 

(Quercus suber L.) 

(Quercus serrata Thunb.) 

(Quercus dentata Thunb.) 

(Quercus acuta Thnnb.) (Cyclobalanopsis acuta Oerst.)

反応原 用 樹 種

上記5樹 種の外

ク ヌ ギ

ウ バ メ ガ シ ー

オ オバ コ ナ ラ

ナ ラ ガ シ ワ

モ ン ゴ リ ナ ラ

イ チ イ ガ シ

ア ラ ガ シ

ツ グバ ネ ガ シ

シ フ カ シ

ウ ラ ジ ロ'ガ シ

 (Quercus acutissima Carr.) 

(Quercus phylliraeoides A Gray.) 

(Quercus major Nakai.). 

(Quercus aliena .B1.) 

(Quercus mongolica Fisch.) 

(Quercus gilva Bl.) (Cyclobalanopsis gilva. Oerst.) 

(Quercus glauca Thunb.) (Cyclo. glauca Oerst.) 

(Quercus paucidentata Franch.) (Cyclo. sessilifolia Bi.) 

(Quercus myrsinaefolia Bl.) (Cyclo. myrsinaefolia Oerst)` 

(Quercus stenophylla Makino.) (Cyclo. stenophylla Schottky.)

等 のQκ θκ〃sの 外両 これ等 と同科異圏なる次の3樹 種

シ リ ブ カ ガ シ

シ イ

ク ー リ・

 (Kuromatea glabra Nakai) 

(Shiia Sieboldi7Makino) 

(Castanea erenata S. et. Z.)



2)免 疫原の調製及び免疫法

上記免疫原用樹種の新鮮 種子を発芽 促進の目的を以て種皮に傷を付け、樹種別に

淺い皿に灘砂 と混ぜて入れ、 これ らを温室内に置いて 常に適當の温度 を保た しめそ

の発芽 を待 ち、 幼根が種皮の外部に析出 した ときこれを集 め、 直 ちに水洗い して種

皮を取 り去 り・清毒するために一粒宛 アル コールで拭 き、之を細 く刻み 滅菌乳鉢 晩

に入れて摺 り潰 し3乃 至5倍 量 の醋酸 工ー テル内に入れ、・3乃至5時 間 タンニ ン質

を浸出した 後酸酸工ー テル を除去 し・ 更に扇風機に より完全に揮爽せ しめた紛末を

滅菌褐色瓶 に貯え、注射の都度浸出液 の調製に供した 。

而 して種子蛋 白の浸出は{豫 備實験の結 果アルカ リ浸出液 よりも食鞭水 浸出液が

遙かに強い 免疫體 を生産した 事實に鑑み、 本實験 に於ては 総て食塩水 浸出液 のみを

免疫用に供す るこ とにした 。

即 ち注射の都度上記 の粉未各59宛 を滅菌乳鉢 内に取 り、これ に30ccの 滅菌生埋

的食鷺水 を歎回に分けて 少 し宛加えなが ら摺 り潰 し、3時 間室内に静置 して浸出 し

た後遠心分離機にか け、1分 間2000回転 の速度で3分 間遠心分離 して、 その上部め

上澄液 を取 り、その酸性 を1%NaOH液 により中性に した後 、 これ を370Cに 温め

て注射に供 した。

而 して免疫動物は重量2乃 至3kgの 健全 な家兎を選び1樹 種につ き3頭 宛 を用

意 し.注 射の都度新 しく調製 した 浸出液 を耳静脈 に最初は3cc宛 、 次回 よりは画 を

重ね筒毎 に1cc宛 増量 して・2日 措 きに5回 注射を纏績した 。 而 して豫備實験 の結

果に鑑み注射 日より4日 目に試験探血をな し、 抗艦 を生産 し.たものは 直ちに全採血

をな し、常法 により.血清の分離を行い、56。Cに30分 間温浴 させて非動化せ しめ、而

して石炭酸 を0・5%の 割合に加え、褐色 アンプー レとに入れて保存 した。

こ
",の際豫備實験に於励ると 同様 に注射 に使用 し虎 静脈碁固化した7eめ5回 以上注

射の纏績は困難であるのみな らず、注射庫後は 呼吸困難 を起す と共に 免疫期間中一'

般に家兎は體重を減 じ(第18表)衰 弱の徴 を示 したので、實際上5回 以上の注射は危

瞼と認め注射回数を5回 に止め・ これによ娩 磯 を生薩し得ぬものは 免贈 生産

能がないものと見徹す 之とに した。



而 して後記の試験 法 と全 く同様の方法により各免疫動物 の血清の沈 降素慣 を測定

したのによれば320乃 至640で あつた(第18表 参照)。

第18表 免疫動物の體重及其血清の沈降素慣

3)沈 降 試 験

a.抗 原 液

前記の供試樹 種の新鮮種子 を用い、 免疫原調製 に於けると全 く 同様 な方法に より

発芽処理をな し(桓 しクリ及びシイを除 く);こ れを粉砕 し醋酸エーテル でタンニ ン

を浸出 して褐色種子粉末 を得.こ れ らの粉末各59寵 を乳鉢 内に取 りZれ に25cc

の生理的食賂水 を 加えなが ら摺 り潰 し、3時 間室内に翻置 して 浸出 した後1分 間

2000回転 の速度で3分 間遠心分離 して其の上澄液を得 、 老の 一部を取 り溶液 の酸性

を1%NaO慧 液(生 理的食塩水 で調製)数 滴を加えて中和すると共に、これ に同量の

正常家兎血清 を加えて1時 間艀卵器内に置いて 封正常血清反応 物質 を吸収 せ しめ、



1分 間2000回転 の速度で10分 間遠心分離iして透 明な上澄液を得(10倍 液 となる)、

これを原液 として 生理的食塩水 で逐次2倍 に稀 めて 各一列の稀繹液を調製 しこれ等

に次の如 き番號を陶 した。

尚 上記 上澄 液 の残 部 に就 い て、エスバツハ 試藥 液 を加 え、AufrechtのAlbumi・

meちerに よ・り蛋 白含量 を検 したが 、 タ リ及 び シイ浸 出液(5倍 液)に 於て は共 に0.2%

を示 したけ れ ど も、QuerCt・ts種 子及 び シ リブヵ ガシ種子 浸出 液 に於て は 何 れ も僅 か
'

に痕 跡 を示 す に過 ぎ なか つ たの で 、 更 に別途 に上記 と全 く同様 の方 法 に よ りこれ ら

樹 種 の種 子 の10倍 生理 的食 魎 水浸 出 液 を調 製 し、Mikr()-kieldall装 置 を用 いBarn-

stein氏 法 に よ9浸 出液 内 の純蛋白 質 を定 量 した結 果 ご 第191表 に示 す如 く樹 種 に よ

り多少 の相違 を示 し、 少 いのは0.023%、 多 い もの は0.081%を 示 した(第 ユ9表)。

第19表発 芽種子10倍 生理的食塩水 霞 出液の純蛋白 含量(%)。

b.試 験 法

試験 法は紹 て 重層反応(RingProbe)に 依つVe。 即 ち上記 の各 免疫 血清0.1cc宛 を

毛細試験 管 に入れ 、 其 の上より 上記 の各 抗原 稀糧 液O・2cc宛 を静 かに添 加 し 、免疫.

血 清 と試験 液 との 中間 に生 ず る沈 澱物 の有 無 を検 した。

尚 この際対照試験 として ①正 常家 兎血清0.1ccに 各 抗原 液0.2ccを 。② 各免 疫血

清0.1ccに 生理 的食塩水0.査cを 夫 々重層 しだ場 合 ゐ反応 を も検 し)・eその陰 性で あ



る ことを確 める と共 に、時 々各免疫血清の沈降素便 の検定 を併せて行つ た。

而 して試験結果は重暦後3G分 、2時 間、3時 間、4時 間後に於て都合5回 の観察 を'

したが 、本試験に於ては4時 間後に至る迄反応 は漸次 高度 に達 したので、反応 度 の

較は繕 て重層後4時 間後に於て反応 の顯われ得る 最大限度の稀繹度番號数 を以 てし

π。又実験 は通常同一試験を同時に雨組行い両 者の結果が常 に一一致することを確め

た。

尚以上の様に して得た試験結果は縛 て 同一條件の下に於ける 数値 に換算する必要

があるので 、抗原液の蛋白 含有量 よ り又各免疫血清の沈降素償 より 夫々結果の修正

を行つた。 即 ち各抗原液の蛋白含有度は0.040%-0.081%を 標準 とし、 斯かる蛋白

含有度を有す る 抗原液を以 てしf2me果 は 修正 を要 しないが、これ より1/2の蛋白 含

度を有する抗原液 を以 てした 試験結果 は1階 段だけ増加せ しめ6一こ とヒ して、更に

免疫血清の沈降素便は、 以上の如 くして試験液の蛋白 含量 より修正 した640を 標準

とし、この様な血清を用いて行つた 試験結果は修正を要 しないが この1/2の 沈降素

便 を有す る血清でした試験結果 はこれを2倍 に増大せしめて修正 した。

但 し豫備實験 の結果明かに された如 くQaerczys発芽 種子浸出液の抗原性は該液内

の翻 離 繊 自質に由來するρで臆 く・ その一部をなすべ き未知の攣灘 自質

に由來す るもの と解 されるので、 以上の如 く沈降反応 度を 浸出液内の縛純蛋白 質量

に より評領す るこ とは勿論正確 とは言えないが、 浸出液内の眞抗原蛋 白質は種子内

の可溶性純蛋白 質 より変形 生成さるべ く、從つて そめ含量は浸出液 に溶存す る純蛋 白

質量 と正比例的關係 を 持つ もの と見徹 し得 るので 浸出液内の総純蛋 白質量に よる沈

降反応 度の評便は當ちず と錐 も遠 からざるもの と言え よう。

4)實 験 結 果

以上の様にして得た実験 結果 を総括表示すれば 次の如 くなる。表中類縁反応 度 と

して示 された数字 ば、反応 を認め得る溶液 の最高稀繹度の番號を示 し、0と は原液に

於 ても反応 が無 いものを意味す る(第20表 参照)。

今以上の表により各免疫血清毎に それ と反応 す る抗原をモ その反応 度の順位 に從

'つ て列記すれば次の如 くなる
。



(1)ア ーこマ キの免疫血 清 に醤 す る各 抗原 の類 線反応 度'

第7號 液迄 アベマ キ、 クヌ ギ

第6號 液迄コルク ガ ジ、 ウバ メガ シ、 ナ ラガジ ワ

第5號 液迄 コナ ラ、 カ シ ワ、 毛 ン ゴ リナ ラ

・第4號 液i迄 アカガ シ、 ア ラガシ、 シ ラカ シ

第3號 液迄 オ オバ コナ ラ、 ウ ラジ ロカシ、 イ チイ ガシ、 ツクバ ネ ガシ

反応陰性 シ リブカ ガ シ、 ク リ、 シ イ

(2)コル ク ガシの免疫血 清 に巽 す る各 種抗 原 の類 縁 反礁 度

第7號 液迄コルク ガ シ

第6號 液 迄 アベ マ キ、 クヌ ギ、 ウバ メガ シ

第5號 液 迄 コナ ラ、 カシ ワ、モ ンゴ リナ ラ、ナ ラガシ ワ、オ オバ コナ ラ

第4號 液迄 アカ ガ シ、 ア ラカ シ、 シ ラカ シ、 ウ ラジ ロカ シ、 ツクバ ネカ シ

第3號 液迄 イ チイガ シ

第1'號 液 迄 シ リブ カ ガシ

反応陰性 ク リ、 シイ

(3)'コ ナ ラの免疫 血清 に対する 各種 抗原 の類縁反応 度

第7號 液迄 コナ ラ、オオ バ コナ ラ

第6號 液 迄 モ ンゴ リナ ラ、 ナ ラガシ ワ

第5號 液 迄 カ シ ワ、 アベ マキ、 クヌ ギ、コルク ガシ、 ウバ メ ガシ

第4號 液 迄/チ イガ シ、 アカ ガシ 、 ア ラガ シ、 シ ラカシ、 ウ ラジ ロカ シ、

ツ クバ ネ ガシ

第2號 液迄 シ ワブカ ガ シ

第1號 液迄 ク リ

反応陰性 シイ

(4)カ シ7の 免疫血 清 に対する 各 種抗 原 の類 縁反応 度

第7號 液 迄 カ シ ワ

第6號 液 迄 ナ ラガシ ワ、 モ ン ゴ リナ ラ



第5號 液 迄 コ ナ ラ 、 オ オ バ コ ナ ラ

第4號 液 迄コルク ガ シ 、 ク ヌ ギ 、 ア 〈こマ キ 、 ウ バ メ ガ シ

第3號 液 迄!チ イ ガ シ 、 ア カ ガ シ 、 ア ラ カ シ 、 シ ラ カ シ 、 ウ ラ ジ ロ ガ シ 、

ツ,ク バ 矛 ガ シ

第1號 液 迄 シ リ ブ カ ガ シ 、 ク リ

反 礁 陰 性 シ イ

(5)アカ ガ シ の 免 疫1愈清 に対する 各 種 抗 原 の 類 縁反応 度

第7號 液 迄 ア カ ガ シ

第6號 液 迄 済 チ イ ガ シ嬬 ア ラ カ シ 、 ツ ク バ ネ ガ シ 、 シ ラ カ シ 、 ウ ラ ジ ロ カ シ

第5號 液 迄 ク ヌ ギ 、 ア ーこマ キ 、 コ ノL/クガ シ 、 ウ バ メ ガ シ

第4號 液 迄 カ シ ワ 、 モ ン ゴ リ ナ ラ㌔ ナ ラ ガ シ ワ

第,2號 液 迄 シ リ ブ カ ガ シ

.反応 陰 性 コ ナ ラ 、 オ オ バ コ ナ ラ 、 ク ヲ 、 シ イ

第20表発芽処理 法 に よるQZterczas種 子免 疫血 清 の沈 降反応



3・ 考 察 及 結 論

1)血 清鍋的方法に よる類様關係と植物分類學の示す類縁關係との比較

本實験の期する所は記す迄 もな く、免疫血清 の類属反腱魚Vしrdandt・chaでls-reaktion)

に より植物蛋白質の類縁關係を表わ さん とするもの であつて、 即 ち試験 液 と免疫原

の蛋 白質が類似すればする程、 よ り稀繹 な試験液で も猶反応 を起すべ く、 從つて反

慮を起す液の稀繹度の大小に より植物の類縁度 を推定 し得 る講である。

今 この免疫血清の類縁反応 度に よる 供試樹木の類縁關係 を論及すれば 次の如 くな

る。

(1)封 コナラ卑療血清及び畢 カシワ免疫血清に対する 常緑 カシ類(但 しウバ メガ

シを除 く)種 子浸 出液 の示 す反応 は、同抗血 清 に対し 落葉 性 の ナ ラ、カシ ワ類 種 子浸 出

液 の示 す反応 よ りも弱 く、且 つ封 アカ ガ シ免疫 血清 ば常 緑 カ シ類(ウ バ メガシを除 く)

種 子浸 出液 とは強 く反応 す るが、 落葉 性 の ナ ラ、 カ シ ワ類 種 子浸 出液 とは弱 い反応

を示 し、落葉 性 の ナ ラ、カ シ ワ類 と常 緑 カ シ類 とは血清 學 的 に判 然 と区 別 され る。

(2)ウ バ メカ シ種 子浸 出液 は醤 アカガ シ免疫 血清 よ り も封 アーこマ キ及び鍬 コル ク

孝 シ免疫 血清 と強 く反応 し・ ウバ メガ シは 常緑 カ シ類 よ りもアーこマ キ及びコルク ガ

シ と より近線 で 鵡 る こ とが示 され て い る。

(3)野コルク ガ シ免疫血 清 は供 試樹 種 中 アベ マキ 、クヌ ギ及び ウバ メカ シ種 子浸

出液 と特 に強 く反応 す ろ と共 に 、 醤 アーこマ キ免疫 血清 も クヌ ギ、 コル クガ シ及 び ウ

バ メガシ種磯 出液 と強 く鷹 し、 且つ コナ テ、 カシワ及びアカガシ醐 する触

血 清 は何 れ 竜コルク ガシ種 子浸 出液 とは 此 較 的弱 い反応 を呈 して 、 コル ク ガシは 日

未 産QaerCZtS中 アベ マ キ、 クヌギ及び ウバ メカ シと最 も近縁 で あ る こ とが示 され て

ゐる。

(4)封 コナ ラ免疫血 清 は カシ 《浸 出液 よ りもモ ンゴ リナ ラ及 び ナ ラガシ ワ浸 出液

と強 く反応 す る と共 に 、 野 ヵ シ ワ免疫血 清 は コナ ラ浸 出 液 よ りもモ ゾゴ リナ ラ及 び

ナ ラガ シ ワの浸 出液 と強 く反応 して、 コナ ラ とカ シ ワとは 類縁 上 明か に隔 りが あ る

と共 に 、 モ ンゴ リナ ラ及び ナ ラガシ ワは類縁 度 に於 て コナ ラとカシ ワとの中 間 に位



する こ とが示 され てい る。

(5)オ オバ コナ ラの浸 出液 は封 コナ ラ免疫 血清 に樹 し コナ ラ浸 出液 と同程度 に反

懸 し、 この雨樹 種 は頗 る近縁 で あ る ことが示 され てい る。

'(6)シ リブ カガ シ浸 出 液は 総 て の抗血清 に対し て反応 が甚 だ弱 くQiterCttSと 明

かに類 別 され る よ うで あ る。

(7)ク リ及び シ1の 浸 出液は緬 て の抗血 清 に樹 して反応 は殆 ん ど陰 性で あ つて 、

QZtercztsと 離 れ てい るこ とが 明 かに示 され て ゐる。

さて 以上 に対し 今 日の植 物 分類 學 が 之等樹 種 め類 縁關係 を示 す 所 を見れ ば 次 の通

りてあ る。即 ちRehder氏192730)に 依 れ ばQuercusIijを 殼斗 の鱗 片 の形 態 に よ り

1). Subgenus  Cycjobalanopsis Prantl. 

2). Subgenus Erythrobalanopsis Spach. 

3). Subgenus Lepidobalanus Endl.

の三亜 属 に分類 し 、 即 ち 殼 斗の鱗 片が 癒 着 しで 輪歌 を なす 所 の 常緑 カ シ類 は 総 て

Subgenus()yclobα1anoPs7's(輪 被殼 斗亜 属)に 属せ しめ 、 殼 斗 の鱗 片が癒着 せず覆 屍

状 を なすか 或 は毛状 をなす 所の アーミマ キ、 クヌギ、 ナ ラ類 、 カシ ワ類 、コルク ヵ シ

等 は縛 てSubgenusLepidobα1αnus(鱗 被殼 斗亜 屡)に 陽 せ しめ て 互 に類 別 して 居 り

就 中O}rstedt氏(1966)の 如 きはCyclobα1anopsisをGenUsに 昇 格 せ しめてQuercus

に樹立 す る掲立 属 にすべ きこ とを主張 し、今 日多 くの 分類 學 者 もOeistedt氏 の説 に

同意 して 常緑 カシ類 をQuercus`tss立 す るGenusCycl・obalanopsisに 入れ て い る程

で あ るが 、前記 の如 く血 清學 的 に もこの両 者 が剣然 と優別 され る ことは 偶然 の一 致

とは云え な いので あ る。

又 ウバ メガ シは 通常常 緑 力 噸 に入 れ て いるが 、 そ の殼 斗 の鱗 片が 他 の 力噸 あ

'如 く瀦 せず に獅 状 踵 つ てい る事 實 に よ りRehde「 氏30'は こ雌 クヌ ギ・ ナ ラ・

カ シ ワ類 ご同 じ くSubgenusLepidobαlanetsに 入 れ て居 り、 カ シ類 を独立 属()yclo-

balαnoPsisと す る學者 もウバ メ ガシを9enusQuerCZtsに 入 れ て常緑 カ シ類 と離 して

い るが 、(2)に 於 ける如 く血清 學 的類 縁反応 よ り観て も、 ウバ メ ガシが常 緑 カシ類 よ

りも明か に クヌギ 、 アーこマ キに近 縁 で あ るこ とが 示 されて い る ことは 興味 深 い こ と



である。

殊に(3)に 於 て述べ),z如く、コルク ガシがH本 産Q～ 鰹αイs屡中特に アーsマキ、ク

ヌギ及びウバ メガシに 近縁 である ことが示 されて居 り、 この事實は 樹藝學上注意す

べ きことで あつ て、先に述べた如 くコルク ガシを 日本産Qup。rCtesに 接木 した場合癒

着後4乃 至5年 間は生長佳良であるが潮次接木の癒着部に於て異常細胞分裂を起 し、

一種の癌腫を形成 し遽に接穗が砧木 より分離するに至る 現象は樹藝上の一難問であ

り、未だ この現象に關する立入つた 研究 はないようで あるが、 一般にこの現ー象は こ
f

れ ら雨樹 種 の接木 親 和力 に關 す る もので あつ て 、コルク ガシ ど 日本産Quercusと の

親線 關係 に係 る もの と 推察 され て いるが 、以 上 の実験 結果 は 勘 く ともこの現 象の 解

明及 びそ の豫 防 に寄 與す る所が あ る もの と考 え られ る。

尚分類 學 上 コナ ラ とカ シ ワば 同一 亜 屡 に属 す るが 、Sectionを 異 に し、Rehder氏

は コナ ラをSectionP7伽sLoud.に.カ シ ワを・SectionDentataSchneid・ に入れ て

い るが 、 血 清學 的類縁反応 より して も、(4)に 於 て述 べカ 如 く、 この両 樹 種 間 に明

か に隔bの ある ことが 示 されて 居 り、 又分類 學上 未 だ 明か に され ては居 なv'が ・ナ

ラガ シ ワ及 び モ ンゴ リナ ラは 、 その分 布及 び形態 上 よ り見 て、 コナ ラとカシ ワとの

中間 に位す る もの と解 され る節 が多 いが 、 血 清學 的類 線反応 に於 て も この間 の消息

が認 め られ 、又植木 氏40)1こよれば 、オ オバ コす ラは そ の形 態上 よ り して ナ ラガシ ワと

コナ ラとのHybridと 見徹 した が 、(5)に 於 て述べ カ様 に 、血 清 學的類 縁反応より 観

て も、 オ オバ コナ ラは コナ デに最 も近縁 で ある ことが示 され ている。

尚又 アーこマキ禄び クヌ ギは コナ ラ及 び カ シ ワと 同亜 薦に薦 す るけれ ど も 其 の外 部

形態 よ りす れ ば 、其 差異點 が多 く 且つ 自然 界 に於 て コナ ラ とカ シ ワとの 雑種 と認 め

られ る ものは多 くあつ て も、 ナ ラ及び カ シ ワ顛 とクヌ ギ 又は ア・ぐマキ との問 の もの

は未 た登 見 され ない事 實 等 に よ り、 この両者 間の親 縁關係 は稽 々遠 いもの と解 され 、

Oerstedt氏 は ア^こマキ及 び クヌ ギのた めに'SectionCerrisを 設 け 、Schneider錠 は

之 をSubgenusCerrisに 昇 格 せ しめた が4・)、本 研究 に於 てほ 、以 上 の事柄 を明か に

す るに至 らなかつ た ので あ る。

又 シ リプヵ ガシはThunberg及 びBlume氏 等 に よ り元來Que7cusに 入 れ られ 、



Nakai氏 は これ をGenusLithocarPusに 入 れQuercecsよ り離 したが 、(6)に 於 て述

べだ 如 く、血浩學 的類 縁反応 よ りす る$該 樹 種 がQitercusと は明 か に類 別 させ る 之

とが示 され て居 鉱 又 ク リ及び シ6も 分類 學 上QOterc2tS厩 と「科iは 同 じく して も

「薦」を異 に してい るが 、(7)に 於 け る様 に 、血 清 學的類 縁反応 に於 て 竜この雨 謝種 が

QZtei'CUSと 明か に離れ ている ことか示 され てVる 。

以 上之 を要す る に、血清 學 的類 縁反応 に よ'るQtterCZfs類 の類 縁 關係 は今 の植物 分

類 學 の示 す所 と大髄 に於 て 一致 す る ことが認 め られる が、 この際特 に注 目すべ きこ

とは 、Qz`ε κ雌 に於 て は血 赫 學的 蛋 白質 の類縁反応 は外部 形態 の内 、 特 に殼 斗 の総

苞の形態 に よる分類 とよ く一致 している こ とで 、 この事 實 は即 ちQ・cerCliSの 外部 形
き

態に於ては 殻斗の縛苞の形態 が最 も種薦特異性 の強い 遺傳的形質の一つである こと

を示す もの とも解 され よう。

2)血 清学 的蛋 白質識別綾の植物親縁度研究上の応 用便値

蛋 白質は植物體 を構 成する 主要成分である以上、蛋 白質 の類似は植物類似 を示す

ものと認めることが出來、 從つ て勘 くとも蛋白質 を基礎 とする 一種 の分類系を構成

し得 る講である。

抑 々も植物が親 から継承 する遺傳的形質 としては、外部形態、内部構造、蛋 白質 、

染色體 及び生理生態的性質等が 数え られる講であるが 、 これ らの遺傳的形質 を親 よ

り綴受す るとき特 に顯著な差を もつ 或る形質が存する筈である。 從つて植物の類線

關係は植物體 が親 より継承 せる最 も強い遺傳的形質 め 比較によりなす とき最 も判然

とすべ きであリ、 即 ち斯る強い特性が何れの植物に於 ても 同一であるときは最 も簡

輩であつ て、例えぱ総ての植物が 親 より最 も強い特性 と して 外部形態上の特徴 を纏

承 した こすれば 外部形態の比較 により最 も容易に且つ明かに その類縁關係 を知るこ

とが出來、若 しも外部形態 よりも 内部構造を、或は蛋白 質 を、又は染色艦 の形態叉

は数 を、或 は生理的生態的性質を強い特性 として継承 し禿場合 は 外部形態上の比較

よりも是等植物間に共通する 特 に強い遺傳的特性の比較 により最 も明かに且つ容易

に其等植物 間の類縁關係 を知 り得 る講である。

然 るに若 し供試植物の親 より継承 した 最 も強い遺傳的形質が 植物により相異する



場合 は、或一種の植物 に於 ける 強い遺傳的特性 の比較 のみによつては 紹ての植物間

の類縁關係は 明か にし得 ないであ らうし、結局総ての植物に於ける 強い遺傳的形質

の綜合的比較により始めて明かにな し得 る講である。

然 るに自然界に於ては、親 より継承した 最 も強い 形質が縛 ての植物 に於て 同一で

あることは 望み難いζとであるから、'一般には、或一つの形質のみの 比較に より類,

線關係 を決定 し得るこ とは、特別 な場合の外 は不可能 と考 うべ きである。

斯 くの如 く考察する ときは、血溝學的蛋白 質識別法 も他の諸形資による 場合 と同

様植物 の類縁關係 を決める 一つの方便とはな り得て も、これのみにより分類系 を確戸趣Q

立す る事は尚不完全である場合が多いか ら、結局外部形態、内部構造、グ ノム分析、

染色體 の量的關係及び 生理的生態的特性等か ら観π 類縁關係 を紹括考察するこ とに

より始めて 完全 な類縁關係が判明 され得 る理であつ て、斯 くして分類學は 漸次實験

分類學 として壷達すべ きものであろ う。

然 し蝕 に考慮すべ き問題は、 以上の様 な植物 の 諸遺傳的形質の内何 れの形質が最

も種囑特異性が大であるかの 問題である。即ち類縁の遠い「属」、 又は「科」を異 にす

る植物は何れの形質 より観て も容易に之 を医別 し得 るが、近縁の種類程差別が困難

となるので、 何れの形質が 最 も鏡敏に近縁の植物間め差別 を示 し得 るかの問題であ

る。

然 るに血活學的蛋白 識別法は 一般化學的反応 よりも一暦鏡敏であることが認めら

れて居 り=且 っ免疫血清の種薦結異 性は 免疫操作の改善 によりこれを 著 しく増強せ

しめ得 るので本法によるときは 他 の如何なる形質の.比較に よつて も明かに判別 し得

ない黙 牽も識知することが出來 、 進んでは著 しく近縁 な品種間の判別 も本法 により

容易に可能 となることが豫期 される。

而 して本研究の材料π るQ磁 κκ∫属はその種類は極めて多 く、その分類に關 し七

は植物分類學上に於ても議論の多い問題であつて、未だ これに蘭す る定説が少い現

状であるが、 本研究に より完全 とは言えないが 其の血清學的類縁反応 度による分類

の一糠點 た り得ぱ幸甚である。



3)菟 疫用植物と抗原浸 出用植物 とを互に交換 して試験 した場合

その反磨度に相蓮ある理 由

上記の沈降試験 に於て、 注意すべ き專實は封 コナラ免疫血清は アカガシ浸出液 と

或程度反応 するのに反 し、封 アカガシ免疫血清は コナ ラ浸出液 と反応 が陰性であり、

叉 ア^こ一vキに対する 免疫血清 はtカシ ワ浸出液 と第,4號 液迄反応 す るにも拘らず、封

カシワ免疫血清は アーミマキ浸出液 と第3號 液迄 しか皮慮 し奉い ように(第21表参照)

免疫用植物 と抗原浸出用植物 とを 互に交換 して試験 した場合 その反応 度に相異のあ

る事は、纐纈氏17)及び小島氏16)等も銑に注意 して居 り、これは軍に免疫血清の種厨特

異性の多少に より説明すべ きか、 或は系統關係上重大 な 意味を有する ものであるか

は断定 し得 ないが、今斯 かる現象の起 り得 る場合 として 次 の様 な場合が想像 され得

る。

即 ち今 コナ ラとアカガシの場合 について考える と、コナ ラの抗原蛋白 は例えば「イ」
'

「ロ」「ノ・」「二」「ホ」な るFractionよ り成 うM又 アカ ガシの抗原蛋白 は「二」「ホ」「へ」

「ト」「チ」なるFractionよ り成 る もの と假定 し、 これ らを以 て免疫 した場合 、抗 コナ

ラ血清 に.は「イ'」「ロ」「ノ・」「二」「ホ」に対する 免疫 睡 「い」「ろ」「は」「に」「ほ」が 悉 く生 産

され て も、 抗 アカ ガ シ血 清 に は「へ」「ト」「チ」に野 す る 勇疫體 「へ」「と」「ち」の み を生

じ、 コナ ラと共通Fractionな る「二#Fホ 」に対する 免 疫體 は生 産 され なか つた場合 に

斯 か る現象 が起 るべ く、又 ア^こマ キ とカ シ ワの場 合 も同様 に して 、例 えば アーこマキの

抗 原蛋 白は 「a」「b」「c∫d」 「e」なるFractionよ り成 り、 又 カシ ワの抗 原蛋 白は 「c」

rd」re」rf」 「9」な るF,a・ti・nよ 賊 る も幌 假定 し、Zれ らを以 て免 疫 し鵬 合 、

抗 ア^rvキ 血 清 に は 「b」「c」「d」「e」に対する 免疫體 「B」「C」「D」「E」は生 産 され て

も 「a」に対する 勇疫體 「A」 は生 産 され なv。 又抗 カシ ワ血 清 には 「d」「e」「f」「9」に

対する免 疫體 「D」「E」「F」「G」は生 産 され て も「c」に繋 す る免疫 鯉 「C」は生 産 され な

かつた 場合 に起 り得 る現 象で ある。

而 して 叙上 の如 き現象 は異 植物 間 に共通 す る抗 原蛋 白の各Fraction抗 原 性iが・各

その舗 されて幅 植物の繍 により相違するとぎ噸 出すべく、結局この繭 も

植物の類線度の問題に蹄着するが、本問題に關する立入つた研究は両 將來に侯たね



第2コ 表 免疫用植物 と抗原用植物 とを交換 して
塾

試験した場合の沈降反応度の相違

ぱ な らな い。

以上ご棚 究鮮 果閾 す諸 勲 試みπが、之硬 する瞬 研究の結撒 の如

く結 論 し得 る。

① 血清 學 的蛋質 臼識 別法 に よるQVterc〃S燭 樹 木 の類 線 關係 は概 して植 物分類 學

⑳示 す所 と一 致す る。

ノ② 血 清 學的蛋白 質 識 別法 に よるQaerCZts囑 樹木 の類 線 關係 は特 に殼斗 の絡 苞 の

形 態 に よる分類 と よく一致 す る。

③ モ ン ギ リナ ラとナ ラガシ ワは共 に コナ ラとガ シ ワとの 中間 に位 す る。

④ ウバ メカ シは常 緑 カシ類 よ りも アーこマ キ、 クヌ ギに近 線 で ある。

⑤ コノゆ ヵシはナラ・ カシワ轍 硝 緑 カシ類 より竜ア宮 キ・ クヌ級 ぴ ウ

バメガシによ う近縁であ り、この事實は樹藝上注 目に便す るこ とである。

以上、本研究によ、りQt・terCUSに 薦する総ての「種」の類線關係炉悉 く明かに されn

講ではないが、通常法 を以て しては全然不可能であるQuerCZtS種 子蛋白による血清

學的研究が本研究の結果案出された 「発芽処理法」により可能 となつた。



.而 してQiterkfgsの 内で もSubgerrus五 吻 のわで71`η撚 に薦する ものは 自然交配 による

雑種が非常に多 く年 と共た 新種磯見が増加されつ ゝある現状であるから、 それ らの

相互關係 は極 めて複維で あつて 外部形態に よりこれを総て制断する ことは 至難であ

るが、本研究によりQ～ 誹膨8の 分類 に初 めて血泓學的類縁反応 度 よりする分類 の擦

●點
が與え られプaのでありご 尚免疫法の改善により免疫反応 をより鏡敏なら しめると

共に抗血清 の種薦特異性 を 増強ならしめるときは、血清學的蛋白 質識別法に よρ容

易に縛ての種類 のQbiC・rCifS腸樹木oa類 縁關係を明に し得 るであろうが、これは將來

の研究に侯たねばならない問題で ある。

II.Castanea属 に 關 す る 研 究

1.實 験

1)實 験材料及び其の虚理

本實験 に於ては次記の栗品種の果實 を使用 した。即 ち

柴 栗

支邦栗

威從栗

朝鮮栗

 astanea crenata S. et Z. var. kusakuri Nakai) 

(Castanea bungeana Bl.)•

(平 從栗) (Castanea bungeana BI.)

 (Castanea crenata S. et Z. var. dulcis Nakai)

の外 、E本 内地に於 ける栽培大果種 (Castanea  crenata S. et Z. forma gigantea

Makino)

オ拶

銀 寄

毛 長

鹿 爪

岸 根

鈴 成

霜 被

 (OSA  YA) 

(GINYOSE) 

(KEN4GA) 

(KAN rSUME ) 

(GANNE) 

(SUZUNARI) 

(SHIMOKATSUGI)



畏光寺

晩 赤

の9種 の果實を実験 に供 した。

上記 の内柴栗 は 福岡市郊外の山野に自然生の ものを、 支那栗及び栽培大果種は、

埼玉懸入間郡越生町大字上野苗圃に於ける 農林省林業試験 場栗接木試験地に於て 探

取 し・威從栗 は朝鮮平安南道山林會に又 朝鮮栗は朝鮮総督府林業試験場 に 夫々依頼

して探取邊附を受けた ものである。

而 して是等は直ちに果皮及び 種皮を取 り去 り、 ナイフで細か く刻んだ ものを乳鉢

内に入れて摺 り潰 し、 更 に扇風機 にかけて乾燥せ しめπ後 更に乳鉢で細粉 し、石油

一・一 テ7vで3 -4時 間脱脂 して自色粉末を得
、之を滅菌瓶内に貯えて デシケーター内

に保存 した。

2)注 射用液の調製法

上記の品種申、晩赤 、霜被 、柴栗及び 支那栗の4種 を免疫原調製用に 使用する ■

ととし、 注射に際 し各粉末59に 生理的食塩水30ccを 加え 時 々振撮 して5時 蘭室

内に放置後、1分 間4000回転 の速度で10分 間遠心分離 して得 た上澄液を注射用に供

し控。斯 くして得た浸出液は 臼色乃至淡黄色を呈 し、 蛋白質含量をA蚤flecht・ 氏の

Albumimeterで 測定 しブd結果は何れ も約0.3"/・ であつた。 筒注射用液の調製は総て

滅菌状態の下で行v、 且つ注射に臨み之 を37QCに 温める ことに しve。

3)免 疫 法

免疫動物は體 重1.7る2.Okgと)健 全 な家兎を用い 、茸静脈注射 によ ら免疫 した。即

ち各品種 に対し 各4匹 宛の家兎 を使用 し・上記 の如 くして調製 し7e注 射用液を各5cc

宛耳静脹内に2日 お きに5回 注射 を繰返 し、 其の後1週 間を経 て試験探血 を行v、

免疫血清 として使用に 堪えなv時 は更 に2回 注射 を行が 其の後!週 間を経 て全操血

を行つ控・採取 した血液は常法に より 血清 を分離探取 しζれ を直ちに56。Cに30秀

間保 ち、 非動化 しve後0.5%の 割合に石炭酸 を加え褐色 アンプーノレに入れて氷室内

に保存 した。



、4)沈 降試験用溶液の調製法

各栗粉末19に5ccの 生理的食蠣水を加えよ く振盛 して一夜氷室内に放置した 後、

これを!分 間4000回転 の速度で10分 間遠心 分離 を行 い透明な上澄液を得禿。斯 く

して得だ上澄液の蛋白含有量をAufrechtのAlbumimeterに よ り調べ」,?結果は0.2%

～0 .3%で あつたので、O.2%以 上の ときはこれに 生理的食塩水 を加え丁度0.2%に な

る様 に稀繹 し控。然 るに斯 くして得力 蛋白浸出液は嘗て 纐纈氏が指摘した 様に正常

家兎血清 に樹 して も反応 を呈するので同氏の 「沈降反応 度法」に從い然 これ ら浸出液

に同量の正常家兎血清 を加えて混合 し、 艀卵器に入れ1時 間放置後生 じn沈 澱物 を

遠心 分離 により」除去 しt2上澄液(栗 粉宋に樹 し10倍 液)を 以て基本液 とし、これを生

鋤 鰹 水 に よ 舅 ㎝2「4-6騨 法1こ よ 婦 繹 し・ 次 の如 き 一"一'lliiijの騨 騨 作 つ

た 。、

尚免疫動物は免疫期間中髄重の減少 を來 し且つその免疫血清 の沈降素便は3500～

4000で あつve(第1表)。
も

第1表 免疫動物の髄重及免疫血清の沈降素儂



5)沈 降試験 法

沈降反応 は纏て輪環反応(Ringprobe)に 依つた 。 即 ち上述の様に して得た免疫血

清0・1cc宛 を各一列の沈降試験管に入れ、 其の上 より試験用蛋白 浸出液ー各0.2cc宛

を静かに添加 して室内 に静置 し両液重層後15分 、30分 、60分 及び120分 の4回 に

亘 り両者 の境界部に生 ずる 沈降物 の有無 を検した 。'而 して反応 程度 の比較 は120分

後に於て反応 の顯われ得 る最大限度の溶液稀繹度番號数 に由ることに した。

術試験 を行 うに當つては常に対照 として 、(1)正 常血清 に試験液を重層 しブZもの、

(2)菟 疫血清に生理的食塩水 を重層 した ものとを設け、 その反応 が 常に陰性 である

事 を認 めた。又實験は 通常同一試駿 を同時に雨組行 う事 とし、両者 の結果が常に一

致するこ とを確 めだg)で ある。

6)試 験管内飽和吸収 法

以十の様にして各鮫 備 の主・副測峰鞭 を調べると共に更に菟疫麟 製に使

用 した4品 種につき、weichart氏 法に'.:b試 験管 内飽和吸収試験 を行つ た。即 ち各発

疫血清 を正常家兎血清で2倍 に稀繹 せ しめfe後 、 その一部分を探bこ れ らに注射用

液 と全 く同様に して調製 した晩赤 、 霜被 、 紫栗笈 び支邦栗の各5倍 生理的食塩水 浸

出液を別 々に同量宛加え 、之を2時 間37℃ の艀卵器内に静置 した後遠心分離iし、其

の上澄液 につき吸収 の完否 を検 し、若 し吸収不完全 なときは吸収 用浸出液の量 を増加

し、吸収 操 作を繰返 して吸収 完全なるを確めて後 これ らにつ き上記菟疫用に供した

4品 種の栗試験用液 との 沈降反応 を上記 と同様の 試験方法 に より検 した。 但 しこの



際鍬照試膿 として、前 記の外尚免疫血活 に正常血清のi/2、i/i稀 繹液を重層 した も

のを増設 し、その反応 が常に陰性 なる事を認めた。

7)實 験 成 績

a.無処理 血清 を以て した洗降反応

以上の様にして得償 繍 果の内、先づ飽和吸収麟 を搬 な峨 血瀧 脈 懐

實験結果を 総括表示すれば次の ようである。但 し表中類縁反応 度 として示 された数

字は反応 を認め得る溶液の最高稀繹度 の番號を示すのである。(第2表)。

即 ち表に示 されている 様に、何れの抗血清に於て も各品種の抗原液 と第12號 液乃

至第13號 液まで反応 し、其等の沈降反応 度に大差 なく、供試品種は何れ も血清學的

に頗 る近縁 な ことが示 されて居 り、'從つて互に識別する ことが困難であつ7aσ

,第2表 栗菟疫血 清の沈降反応 度

故に以上の實験 に於て 第12號 液 と第/3號 液 との間を更 に細分 し陽性反応 の境界

を仔細 に検する目的を以 てぐ以上に於ける第11號 液(栗 粉末に対する1000倍 液 、栗



=蛋白含 量0・00!%)を 基 準 と してこれ を 】-L5-2・0-2・5式 に稀繹 し、 次 の如 き一列 ・

の稀繹 液 を調製 し、 以 て 以上 に於 け る と 同様 の試 験方 法 に よ り沈降反応 を検 した。1

但 し乙の際試駿 結果 は 血清 優 に より修正 を行 い、即 ちそ の免 疫 原 に対する 沈 降素便

4000を 標準 と し、 その沈 降素償3500な る もの に よる試 験 結 果 は 一 階段 だ け増加 せ

しめ る ことに した。

然 るにその結果は、 次表に示す如 く、各抗血清 の沈降反応 度に 梢々明かな差異を

生 じ、 以上に於て識別困難で あクた 品種問の識別が 或程度可能 となつた ようである

(第3表)。

第3表 栗 免疫血清の沈降反応度

即 ち今第3表 に より各抗血清毎にそれ と反応 す る抗原 を、その反応 度の順位 に從い

列記すれば次の如 くな る。



(イ)晩 赤 の菟疫 血 清 に対する 各 種抗 原 の類縁反応 度 。

第(7)號 液迄 。 晩赤 。

第(6)號 液 迄 。 柴栗 。

第(5)號 液迄。 岸根 、鈴 成 、長 光寺 、霜 被。

第(4)號 液迄 。 オず ヤ、銀 寄 、毛 長 、鹿爪 、朝鮮 栗。

第(3)號 液迄 。 支那 栗 、成 從栗 。

(ロ)霜 被 の免 疫 血清 に繋サ る各 種抗 原 の類 縁反応 度 。

第(7)號 液 迄。 霜 被 。

第(6)號 液 迄。 銀 寄 、鈴 成 、柴栗 。

第(5)號 液迄 。 岸根 、長 光寺 、晩赤 。

第(4)號 液 迄。 オサ ヤ、毛 長 、鹿 爪 、朝 鮮栗 。

第(3)號 液 迄 。 支那栗 、威饗栗 。

(ノ、)柴 栗の簿 錨 に対する各種鯨 の轍 鷹 度・

第(7)號 液迄。 柴栗 、銀 寄 、鈴 成 、朝鮮 栗。

第(6)號 液i迄。 鹿爪 。

第(5)號 液迄 。 岸 根 。

第(4)號 液 迄 。 長 光 寺 、霜被 、晩赤 、支那 栗 、成 從栗。

第(3)號 液 迄 。 オず ヤ、毛融

(二)支 那栗 の菟疫血 清 に郵 す ろ各種 抗原 の類線反応 度 。

第(7)號 液 迄。 支 那栗 、威 從栗 。

第(4)號 液迄 。 鈴 成 、柴栗 、朝 鮮栗 。

第(3)號 液 迄。 オず ヤ ・銀 寄 ・毛長 、鹿 爪 、岸根 、長光 寺 、霜被 、晩 赤。

b・ 試験管内飽和吸収 血清 を以て した沈降反応

試験管内飽和吸収 虚理 を行つた 抗血清 を以て した 沈降反応 を見る と(第4表)、 何

れの血清 も吸収処理 の結果 多 くの場合沈降反応 能を消失す るに至つたが 尚或種の抗

原 に繋 しては弱度なが ら反応 を示 したのである。



第 ・!表 試験管 内飽和吸収処理 を行つ た栗抗血清の沈降反礁

今上表 に より各抗血清 の吸収 の結果を総括す ると、

①,抗 晩赤血清 及び抗霜被血清 を晩赤 、 霜被及び柴栗 で吸収 した場合は、 何れの

抗原 にi対して も反応 は陰性であるが、 同血清 を麦那栗で吸収 した場合は 支那栗 を除

く晩赤、霜被及び柴栗に対し 尚弱度の反応 を示 した。

② 抗柴栗血清 を柴栗で吸収した 場合は 何れの抗原に鉗 して も反応 が陰性で ある

が、同血清 を晩赤 又は霜被 で吸収 した場合 は、晩赤及び霜被 に対し ては反応 皆無 と

なるが柴栗及び支那栗に鍬 しては 尚弱い反応 を示 し、又同血清を支那栗で 暖牧 した

場合は、支那栗を除 き晩赤 、霜被及び柴栗 に対し て尚弱度め反応 を呈 した。 一

③ 抗麦那栗血清 を支那栗で吸収した 場合は、 何れの抗原 に対し ても反応 は陰性

であるが、同血清 を晩赤又は霜被 で吸収 した場合は 柴栗及び支那栗に対し て 尚弱度

の反応 を示 し、 又同.血清 を柴栗で吸収 した場合は晩赤、。霜被及び柴栗 に甥 しては反

慮無 しとなるけれ ど竜支那栗 に対し ては尚弱度の反応 を示 した。 ・

以上の實験結果 を要すうに、 供試栗品 縫の類縁關係は 何れ も頗 る近縁 であつ て、

ために無処理 抗血清 を以 てし力沈降反応 た よつては栗品種間の識別が困難であるが、

抗原用試験液の稀繹倍歎 を細分することに より梢 々類線反礁度 に 差異 を認 め得 るに



至 り、尚抗血清 を試験管内で 飽和吸収 する こ・とに3り 、 その反応 振 りに精 々明かな

差別を生 じて、、即 ち飽和吸収 操作に より抗血精 の種特異性が 増強された ことが示 さ

れている。

2.考 察 及 び 結 論

以上の実験 結果 に より供試栗品種間の類縁反応 度を紹括分類すれば、 次の如 くな

る。

A)日 本産大果種栗相互間の類縁關係 を示す事項

1)晩 赤(晩 生)に対する 免疫血清は・オず ヤ(早生)・ 銀寄(中 生)・ 筆長(中 生)

鹿爪(中 生)♪ りも、岸根(晩 生)、 鈴成(晩 生)、 長光寺(晩 生)、 霜被(晩 生)と の類

縁反応 度が稽 々高い(第3表)。

2)霜 被(晩 生)に 鍬する菟疫血清 は、 銀寄(中 生)、 鈴成(晩 生)と 最 も反応が強

く、岸根(晩 生)、 長光寺(晩 生)及 び晩赤(晩 生)と の反応 はそれに次いで強 く、 オ

ずヤ(早 生)、 毛長(中 生)及 び鹿爪(中 生)の反応 が最 も低v(第3表)。

3)抗 晩赤血清 を霜被で、又抗霜被血清 を晩赤で 夫 々吸収 した場合 は、 共 に何

ねの抗原に樹 しても反応 せず、 其等の沈降素が互に 完全に吸収 された ことを示 し

た(第4表)。

B)日 本産大果種栗品種 と野生柴栗 とのi類縁關係 を示す事項

1)日 本 産大果種栗品種中晩赤及び 霜被 に対する 発疫血清は 柴栗 と比較的高い

類線反応 度を示 し(第3表)、 且つ これ らの抗血清 を柴栗を以 て吸収 した場合 は何

れの品種 に対し て も反応 を示さず、その沈降素が悉 く吸収 された ことを示 した(第

4表)。

・2)柴 栗に鉗する免疫血清の大果種栗品種に繋する 類縁反礁は品種 により その

強さを異に し、即 ち銀寄、鈴成及び鹿爪 との反応 が最 も強 く、1岸根 、晩赤、霜彼

及び長光寺 との反応 が これ に次 ぎ、'rオず ヤ及び毛長 との反応 が最 も低い(第3表)。

3)柴 栗 に対する 免疫 血清を晩赤及び 霜被 で吸収 した血清は、 晩赤及び霜被 に

対しては全然反礁 しないが 、柴栗に判 しては 尚弱度の皮慮 を示 し(第4表)、 晩赤



及び霜被に 札6柴 栗免疫血清内の沈降素を悉 く吸収 し得なかつた ことを示 した。

C)野 生柴栗 と支那栗 との類縁關係 を示す事項

1)抗 柴栗血浩は支那栗 と梢 々弱 く反応 する と共 に 抗支那栗〔亀清 も柴栗 と梢 々

弱 く反応 する(第3表)。

2)支 那栗を以て吸収 し控抗柴栗血清は 柴栗 と尚弱度の反獲を示すと共に、 柴

栗 を以 て吸収 した抗支那栗血清 も支那栗 と尚弱度の反応 を示 した(第4表)。

・D)Fl本 産大果種栗 と支那栗 との類縁關係 を示す事項

1)晩 赤及び霜被に対する 免疫血清は 支那栗及び威從栗 と最 も弱 く反応 する と

共 に、封支那栗免疫血清に対する 大果積栗品種の反応 度 も何 れ も低い(第3表)。

2)支 那栗で吸収 した抗晩赤 及び抗霜被血清は 何れ も晩赤及び霜被に対し て尚

弱度の反応 を示す と共 に、晩赤又は霜被にて吸収 した 抗麦那栗血清 竜共に 麦那栗

に鍬 し尚弱度の反応 を示 し(第4表)、 互に其の沈降素が 完全 に吸収 され得 なかつ ・

だ ζとを示 している。

E)朝 鮮栗 、巳本栗及び麦那栗間の類縁關係を示す事項

1)朝 鮮栗ば抗晩赤血清及び抗霜被血清 と梢々低い反応 を示す(第3表)。

2)柴 栗 にWす る免疫血清は朝鮮栗 と張い反応 を示す(第3表)。

3)麦 那栗に対する 免疫血清は朝鮮栗 と梢 々弱 く夙懸する(第3表)。

以上之 を要す るに、本研究に於て得た 栗に封すろ沈降素血清は 種の特異性が大 で

な く、 よつて抗原用浸出液の稀繹度の細分又は 抗血清の試験管内飽和吸収処理 等に

より始 めて血清の反応 度 に 梢 々差異 を生ぜ しむ ることを得だが、 然 しこれに より各

品種間の類縁關係に断定 を下すには 未 だ不充分であつて、 從つて本問題に樹する決

定的結論は 尚今後の研究 に侯たなければな らないが、 今以上の様 な諸事實 に ょり挫

論すれぱ次の如 き事項 が言え る ようで ある。

1)日 本産栽培大果種栗品種相互間a～類縁關係は、 之を充分明かにし得ないが、

その類線度は大體 に於て果實の熟期 と關係 がある ようである。

2)大 果種品種 と野生柴降 とは近縁 であるが 、 その近縁度は品種の 相異に より多

少の差異がある。



わ 野生 柴 栗 と麦那 栗 とは梢 々疎 線で あつ て明か に互 に識別 され る。

'り 費本 藍大 果 種栗 晶 緯 と支 那栗 とは類 縁 度が低 い。

5)一 朝鮮 栗 は柴 栗 と頗 る近縁 で あつ て 、支 那 栗 とは縁 が比較 的 疎V・ ようで あ る。

両翻 つ て今 購 盧物分類 學 に よる栗 分類 の結果 を見 る と、 日本 降 は18捲 年Siebold

・・t
,Zuccarir,i氏 等 がCavstar.eacfi'e1・lclt・7と命 名 したの に擦 りNakai氏 はiy31年 野生

柴栗 を其 の攣 種即 ち、Castaneacr`7natavar.舷 ε8々2磁 とな し27・、牧 野 氏35)は大 果種 品

種 を総 てG6名 召麗`2のformagiganteα として何 れ も同一 種 に鵬す るこ とを示 した

が 、 支那 栗 叉は 成 從栗 に対し て は 最初 中井氏(1917)26}は これ を 中部 支那 産 のC.

チ7¢っ燃 ∫珈 αBし と し朝鮮 栗 を ぱ北支那 産 のC伽 膨 π多zα斑.とLて 、朝鮮 栗 を支那 系

統 のもの としたが 、其 の後 の調査 に よ り支那 栗(成 從栗)こ そC.δZ〃zgρ8η σBl.で あ.

り、朝 鮮 栗 はC.crpvt7.・elavar.dzf・lcisと 命 名 して 日本栗 の一 攣種 とした。17)

而 してE記 の実験 結 果 に 於て も 支那 栗(成 從栗)は 柴 栗。 大果 種 品種及U潮 鮮 栗 と

比 較的疎 縁 な こ と、 及び柴 栗 と大果 種 、又柴 栗 と朝鮮 栗 とは 互 に近縁 な こ とが示 さ

れて居 り、即 ち血清 學的蛋白 質識 別法 に よる 栗 の類縁 關係 は 植物 分類 學 め分類 結果

と概 し て一致 す る こ とが 認 め られ る。

尚本実験 に於 て抗 晩赤 及 び抗霜被 血清 は柴 栗 と第(6)號 液 迄反応 す るの に対し て 、

抗柴 栗血 清 は 晩赤 及び霜被 と第(4)號 液迄 しか反応 せず 、斯 く菟疫 用植 物 と試験 液調

製 用植物 とを交換 した場 合 その 沈降反応 度 に差 の あ る事實 は 前編1.(2κ6κ κs属 に於

け る場合 と同様 で あ るバ 、 これは免 疫」盲購 の「種特 異性」に因 る ものか 將 又 系統上 重

大 な意 味 を有す る もので あるか は猶今 後 の研 究 に俊た ね ばな らない ◎

摘 要

著 者 はQtterCitS屡 及びCastanea囑 の類 縁 關係 を血 清 學的蛋白 質 識 別法 により'研

究 す る 目的 を以 て 實験材 料 として そ の種子 を用 い且つ そ の蛋 白質 浸出法 として は 、

從來 の研 究者 に よ り使 用 され來 つ た生 理 的食塩水 及 び弱 アノンヵ ワ液 に よる こ と ↓ゝ 、

家 兎 を免 疫 動物 と して耳静 脈 又は腹體 内注射 法 によ り実験 を進 めた の で あるが 、

1.Querczts驕 に於 て1)生 理的食塩水 に よ り浸出 され たQiferCttS種 子 可 溶性 蛋



自は、熱に より凝固 ぜず、 又一般蛋白 質注澱剤に 美り沈澱 しない 特性を有する と共

に、これに より免疫腱 を生産し得 ない事實。

2)弱 アノンカ リ液 に より浸出された 種子蛋白 は、 一一般蛋白 質同機熱に より凝固す

ると共に蛋白 沈澱劃に より沈澱 するが、これに.9り 免疫艦 を生産 し得 ない事實等を

明かに した。

故 に著者はQz`α 微3薦 種子蛋白 に より菟疫髄が生産 されな野理由が該種子の含有

する多量 のタンニ ン質 に 由來するのであろうとの推察の下 に、Qκ θアα'ε種子 タンニ

ンが蛋白 の抗原性に及ぼす影響 について實駒 レ、

タンニン質は蛋白の試験管内抗原性には 或程度悪影響 を及ぼすが 、 生髄 内抗原性

には毫 も悪影響のない 事實を明かにすると共に、QLtercbts種 子内貯藏蛋白 は元來血

清學的に頗る安定で あつ て生艦 内抗原性 を敏 ぐとめ結論に達 した、

蝕に於て著者 は、更にQ:・tei'cofs種子蛋白 に抗原性 を賦與せ しめる処理 法について

考究 し、その結果種子 の発芽処理 が 該種子蛋白 に抗原性 を獲得せ しめるに至ること

を實験的 に明かに し、且つそれは種子発芽 の 際貯藏蛋白の分解の 初期 に生成 さ8べ

き一種の変形蛋白 質 に由來するのではなか らうかと推測 した。

故に著者 は以上の方法を二発芽虚理 に よる 抗原性賦與法」又は輩に「発芽処理法」と

稻することへ し、本法 に より次9Ecbls種 のQ〃6κ 媚 属及び比較のためL肋06δ ゆ螂

Shiiα 及びCαs如 解α の各一一・pt一について血清學的類縁關係の研究 を行つた。

免疫原用樹 種

ア ・ ヘミ マ キ

コルクガ シ

コ ナ ラ

カ シ ワ

ア カ ガ シ

 (Querciis variabilis Bi.) 

(Quercus suber L.) 

(Querci:s ;erraja Thunb.) 

(Quercus dentata Thunb. 

(Quercus aceta Thunb.) (Cyclabalanopsis acuta Oerst.)

反応原用樹種

上記5樹 種の外

ク ヌ ギ  (QuGrcus acutissima Carr.)



ウ バ メ ガ シ

オ オ バ コ ナ ラ

ナ ラ ガ シ ワ

モ ン ゴ リ ナ ラ

イ チ ヰ ガ シ

ア ラ カ シ

ツ ク 舞 ネ ガ シ

シ ラ カ シ

ウ ラ ジ ロ ガ シ

シ リ ブ カ ガ シ

シ イ

ク'り

 (2,tercps  pliviliraeoides A. Gay.) 

Qerc?' major -Nakai) 

(Querc(!s aliena BI.) 

Qmercas mongniica Fisch.) 

(bcercus gilva . (Cyclobalanopsis gilva ()erst.) 

(Q'tercys glauca Thuub.) (Cyclobalarropsis Oorst.) 

Qterczcs paucidentata Franch.) , (Cyclo. sessilifolia Bl.) 

Quercus myrsinaejblia BI.) (Cyclo. myrsinaefülia• Oerst.) 
•:Quercus stenophylia Makino) Cyclo. stemphylla Schottky.) 

(Kurornatea glabra Nakai.) 

(Shiia Sieboldi Makino.) 

(Castanea crenata S. et Z.)

即 ち免疫原及び反応 原用抗原 としては、以上の種子 に発芽処理 を施 して得た甲析

種汗 の可溶性蛋 白質を 生理的食塩水 に より浸出 した液 を用い…免疫動物 としては家

兎 を使用 し、耳翻脈注射に より免疫 を行つて得 た抗血清 につ いてRi三gprobeに ょb

沈 降反応 を検 し、 以 て これ ら 樹 種 の血清 學 的類縁 關係 の研 究 を爲 し次 の ような結 論

と達 した。

1)」 血清學 的蛋白 質 識 別法 に..CるQ〃6ダ α∫S属 樹木 の類 縁 關係 は概 して植 物分類 學

の示 す所 と一致 す る。

2)Quercbl,s属 樹 木 の血清 學 的類縁反応 は 特 に殼 斗 の縛苞 の形 態 に よる 分類 とtよ

く一致 す る。

3)毛 ン ゴ ワナ ラ及 び ナ ラガ シ ワは共 に コナ ラとカシ ワ、との 中間 に位す る。

4)ウ バ メガ シは常緑 カ シ類より も アベ 々キ、 クヌ ギ と近 縁 で ある。

5)コルク ガシは ナ ラ、 カ シ ワ類 及び常 緑 カシ類 より も、 ア・ミマ キ、 クヌ ぎ及 び

ウバ メガ シに近縁 で あ り、 この事實 は樹藝 學 上注 目に便す るこ とで ある。

以 上之 を要 す るに 、本 研 究 に よ りQaercusに 属 す る縛 て の樹 種 の類縁 關係 が悉 く

明 かに きれ72scで はXvが 、通常法 を以 て しては 因難 で あるQZterCZtS驕 の種 子蛋白



による血清學的研究が 「発芽処理 に よる抗原性賦與法」により可能 とな り、從つて分

類學上議論の多いQ螺 アαfS厩樹木 の分類に、血清學的類縁反応 度 よ りす る分類の一一

擦點 を與えたことは特に注 目すべ きことである。

2Castanea属 に於 て

日本 内地に於ける栽培大果種栗品種、野生柴栗、支那栗及び朝鮮栗等の中、栽培栗

品種中晩赤及び霜被 の2種 、野生柴栗及び支那栗の計 ・1種を免疫原用 として因つ て得

た沈降素血清 について上記 ・二種の外 オずヤ、銀、寄 、毛長、鹿爪、岸根 、鈴成、長光寺

等 の大果種栗品種承び威從栗並びに朝鮮栗の合計13種 の栗實 の生理的食塩水 浸 出液

を抗原 として鷹 凡 め、通 常法及び 抗血清 の識 管内飽和吸収 法に よる沈降試験

により其等柏互間の類縁關係 を研究 し次の如 き成績 を得 た。

即 ち供試 栗品種の類縁關係は 何れ も頗 る近縁であつて、 そのために通常法に よる

沈降試験に よつてば 其等相互間の類縁反応 度 を明か に識別することが 困難であつた

が、試験用浸出液の稀繹度数 を 細分 して試験 するこ とにより梢 々類縁反応 度に差異

を生ずるに至 り、 尚抗血精に飽和吸収処理 を施す ことにより 梢々そノ)種特異性を増

強せ しめ、 因つて晶種間の識別を或程度明かにな し得たが、猶各品種問の熱縁關係

を悉 く明かにするに至 らなかつた。而 して實験 の結果次の諸事項がi推論 されve。 、

1)日 本産栽培大果種栗品種間の類縁關係は 之 を充分明かにするに 及ば なかつた

が、 大膿に於て其等揖互間の血清學的類縁關係 は 果實tZ)熟期 と關係 があるようであ

る。

2)大 果種栗品種は野生柴栗 と近縁 であるが その程度は品種の相異により多少あ
,ナ

差異がある。

3)野 生柴栗は支那栗 と疎縁で あつて且つ 明かに互に識別 され る。

4)日 本産大果種栗品種 と支那栗 とは類縁度が低い。

5)朝 鮮栗は柴栗 と近縁であつ て、支那栗 とは縁が比較的疎いよ うである。

而 して以 上の諸結 果は植物分類學 による栗分類 の結 果と概 して一致す る。
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SERODIAGNOSTIC INVESTIGATION ON THE AFFINITIES 

 OF DIFFERENT SPECIES OF GENUS QUERCUS AND 

            GENUS CASTANEA

 (Résumé) 

        Sinkyu HYUN 

(Japanese name : Nobuo KOYAMA)

    The affinities of different species of genus. Quercus and genus Castanea 
have been investigated serodiagnos,ically, taking advantage of seed protein. 

    In order to carry , out ,this study, rabbits have been immunized by 
means of intravenous and intraperitoneal injection with solutions obtained 

by extracting their seeds in physiological salt solution and weak _alkali 
solution. The precipitin reaction has been tested on the obtained immune 

serum by means of " Ringprobe " or " Absattigungsverfahren ". 
  1. On  the genus Quercus. 

    First, the preliminary experiments were carried out to test the antigenic 

properties of Quercus . seed protein and as a result the following facts have 
been proved 

    1). Quercus seed ,protein extracted in physiological salt solution differs 
from the common protein in that coagulation takes place neither by heat 

nor general precipitants of protein, nor is it able to produce an antibody in 

 vivo. 

    2) Quercus seed protein extracted in weak alkali solution coagulates 
by both heat and general coagulens of protein in the manner of common 

proteins, but it is unable to produce an antibody in vivo. 
    Therefore, on the theory that tannin contained in Quercus seeds restrains 

the antibody forming power of the seed protein, the author carried out an 

, experiment to find out how the Quercus seed tannin influenced the antigenic 

 properties of protein. The results show that the tannin contained in pre
cipitinogen, to a certain extent, hinders the appearance of precipitin ,reaction 
in vitro, but the tannin in immuncigen does not affect badly the s precipitin 
forming property of protein in vivo at all. The author concluded that the 
seed protein of Quercus was too stable to affect it serochemically and lacked 

the antigenicity in vivo by nature. 

    Hereupon, the author continued the experiment to learn how to endow



the seed protein of  Quercus with antigenicity. The result proved that the 

germination treatment of seeds made the seed protein become antigenic 
active due to the formation of a kind of metamorphosed protein in seeds , _ 
caused by seed protein decomposition at the first stage of germination . 

   The author called the above treatment the " Germinating Method " or 
" Antigenicity Endowing Method b

y Germination." By means of this 
method the serodiagnostic investigation on the relationships 'between the 
following fifteen species of genus Quercus and each species belonging to 

Genera Lithocarpus, Shiia and Castanea have been carried out. 

Tree species used for preparation of immunogen : 
   ABEMAKI (Quercus variabilis BI.) 

   KORUKUGASHI (Q. suber L.) 
 'h 

   KONARA (Q. serrata Thunb.) 
   KASHIWA (Q. dentata'Thunb.) 

   AKAGASHI (Q. acuta Thunb.) (Cyclobalanopsis acuta Oerst.) 
 Tree species used for preparation of precipitinogen : 

   KUNUGI (Q. acutissima _Carr.) 
   UBAMEGASHI (Q. phylliraeoides A. Gray.). 

   OBAKONARA (Q. major Nakai) 
   NARAGASHIWA (Q. ' aliena Bl.) 

   MONGORINARA (Q. mongorica Fisch.) 
   ICHIIGASHI (Q. gilva Bl.) (Cyclo. gilba Oerst.) 

   ARAGASHI (Q. glauca Thunb.) (Cyclo. glauca Oerst.) 
   TSUKUBANEGASHI (Q. paucidentata Franch.) (Cyclo. sessilifolia Bl.) 

   SHIRAGASHI (Q. myrsinaefolia Bl.) (Cyclo. myrsinaeforia Oerst.) 
URAJIROGASHI (Q. stenophylla Makino) (Cyclo. stenophylla Shottky) 
SHII (Shiia Sieboldi Makipo) 

   SHIRIBUKAGASHI (Kuromatea glabra Nakai) 
KURI (Castanea crenctta S. et Z.) 

   The tree seeds were treated for germination and sown in pots in the 
greenhdttse. Both immunogen and precipitinogen were prepared by extract
ing the germinated seeds in physiological salt solution, rabbits were im
munized by means of intravenous injection, and the affinities _ of these tree 
species were investigated by precipitin reaction, viz. FORNET'S " Ringprobe ", 
with the obtained antisera.



    Consequently, the author arrived at the following  conclusions  : 

    1). The relationships between different species of Quercus determined 

by serological method coincides with the results concluded by systematic 
botany in general. 

   2). The degree of serological reaction of seed protein of Quercus coincides 
with that of relations between species of genus Quercus according to the 

shape of cupula scale. 
   3). Both of MONGORINARA and NARAGASHIWA situate between 

KONARA and KASHIWA in the serological relationship. 

   4). UBAMEGASHI, one of the evergreen oaks, is more closely related 
to both ABEMAKI and KUNUGI, which are deciduous oaks, than to otheir 

evergreen oaks belonging to the socalled Cyclobaianopsis. 
5). Cork-oak (Q. suber) is more closely_ related to those species of 

ABEMAKI, KUNUGI and UBAMEGASHI than to any other oak trees in 

Japan. 
   In short, it is worth-while to say that the following two facts are of 

great value : 
   1) According to the usual method in the past, such a serological study 

on the affinity of Quercus taking advantage of the nature of seed protein 

was difficult to make, whereas it has become possible to. make such a study 
by means of the above mentioned Germinating Method and : 

   2) A new system of classification according to serological method has 
been evolved in the classification of genus Quercus. 

  2. On the genus Castanea. 

   In order to carry on this experiment ten races of Japan proper (nine 
cultivated chestnuts and one wild chestnut), one species of China , and one 
species native , to Korea were arranged. 

   As -a result' of this investigation, the following facts have been proved : 
l} Though the races of chestnut used have not been clearly distinguished" 

from one, another by means of ordinary methods of precipitin test owing to 
their close relationship, they have been differentiated through diluting the 

antigens in fine division for the precipitin test and treating the antiserum 

by ' " Absattigungsverfahren ". 
   According to these results, the following conclusions have been made : 

   (1) The relationships between the cultivated chestnuts of Japan proper



(horticultural  forma of Castanea crenata S. et Z.) have not been proved 
clearly, but it seems that their relationships have some connection with the 

rapidity of their ripening season. 

   (2) Though the wild chestnut (Castanea _crenata var. kusaguri) and 

the cultivated chestnuts of Japan proper are closely related, the degree of 

relationship between them differs according to the difference of race, namely : 

GINYOSE, SUZUNARI .and KANOTSUME most highly, BANSEKI, SHIMO

KATSUGI, GANNE and CHOKOJI intermediately, and OSAYA and KENAGA 
are least related to wild chestnut. 

   (3) Clear differences have been found between the wild chestnut and 

Chinese chestnut Castanea bungeana Bl.) as well as between cultivated 

chestnut of Japan proper and Chinese chestnut. 

   (4) Korean native chestnut (Castanea crenata S. et Z. var. dulcis Nakai) 

is closely related to wild chestnut, but that is remotely related to the 

Chinese chestnut. 

   2) Above results show that the relationships between different races of 

chestnut determined by serological method coincide with the results concluded 

by systematic botany. 

   The above investigation was carried out in the College/ of Agriculture 

as well as in the College of' Medicine, Kyushu Imperial University from 

1943 to 1945. The authar takes great pleasure in acknowledging his in

debtedness to Prof. Dr. K. Sato and Prof. Dr. H. Hodya, under whose 

directions this investigation has been conducted. Thanks are also due to 

Prof. Dr. R. KOketsu and Ass. Prof. K.‘ Tashiro for their kind and valuable 

advice during the work.


